
◆主な内容

■越後加茂川夏祭り
■新事業「健幸スタジオ」
■ニューストピックス
■水道水の水質検査結果
■お知らせ
■ひろばつうしん
■加茂の風土記
■暮らしのカレンダー
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表紙
第
38
回
越
後
加
茂
川
夏
祭
り
が
８
月

14
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
祭
り
は
、
一
部
規
模
を
縮

小
し
て
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
の
夏
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
や
親
子
連
れ
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
市
内
外
の
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
の
踊
り
や
、
加
茂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
「
加
茂

ラ
イ
オ
ン
ズ
ダ
ン
ス
」
の
披
露
、
市
内

園
児
・
市
民
に
よ
る
灯
ろ
う
流
し
、
加

茂
中
学
校
生
徒
に
よ
る
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
坂

21
」（
加
茂
松
坂
を
元
に
し
た
ダ
ン
ス
）、

飛
び
入
り
参
加
OK
の
大
盆
踊
り
大
会
、

ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
二
尺
玉
の
打
ち
上
げ

花
火
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
加
茂
川
縦
断
の

大
ナ
イ
ア
ガ
ラ
花
火
が
、
加
茂
の
夏
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

越後加茂川夏祭り越後加茂川夏祭り
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N E W S  T O P I C S
夏季巡回ラジオ体操（8/8）
　加茂市では2回目の、全国夏季巡回ラジオ体操が
陸上競技場で開催されました。
　講師はテレビでお馴染みの岡本美佳さん、ピア
ノ演奏は細貝柊さんでした。
　ラジオ体操終了後は市主催でラジオ体操のワン
ポイントレッスンを、引き続き岡本さんの指導に
より実施しました。
　一つひとつの動作のポイントを、参加者と一緒
に動きながら、分かりやすく解説していただきま
した。

災害時の応援業務に関する協定を締結しました（8/9）
　加茂市は、加茂市地域防災計画に基づき、南蒲原森
林組合と「災害時の応援業務に関する協定」を結びまし
た。
　これは、災害時に災害復旧のための道路に倒木があ
る場合はその伐採や、市内民有林の被害などがあった
場合に被災状況の調査や応急対策を施すなど、災害時
の各種支援業務が本格化する前段階での応急・復旧業
務を主とした協定内容となっています。
　締結式では、南蒲原森林組合の名古屋金市代表理事
組合長が「災害時には支援物資を輸送するための運搬路
の確保が重要。伐採のプロ集団である森林組合は、発
災時のインフラ確保に資する」と、協定の意義を説明
しました。

【有料広告】
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N E W S  T O P I C S
人命救助表彰を実施しました（8/１7）

　8 月 17 日（木）加茂地域消防本部で人命救助
活動に対し表彰伝達式を行いました。
　坂内達男さん（加茂市在住）・佐藤昌宏さん（三
条市在住）の2名は、7月24日（月）に加茂市
加茂新田地内国道４０３号線バイパスで発生した交
通事故に起因する車両火災において、出火した車
両から自力では動くことの出来ない男性を救助し
ました。
　その人命救助活動への功績をたたえ、加茂地域
消防長から二人へ表彰状を授与しました。

向かって左が佐藤さん、右が坂内さん

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、避難情報や市からの情報を
音声で聞くことができます。難しい操作は必要ありません。
　もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和５年10月3日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　須田コミュニティセンター　大広間
　希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
　体験したあとに、専用タブレットをお申し込みいただくと、その場でお持ち帰りにな
れます。
　体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係
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　加茂市では2回目の、全国夏季巡回ラジオ体操が
陸上競技場で開催されました。
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ノ演奏は細貝柊さんでした。
　ラジオ体操終了後は市主催でラジオ体操のワン
ポイントレッスンを、引き続き岡本さんの指導に
より実施しました。
　一つひとつの動作のポイントを、参加者と一緒
に動きながら、分かりやすく解説していただきま
した。

災害時の応援業務に関する協定を締結しました（8/9）
　加茂市は、加茂市地域防災計画に基づき、南蒲原森
林組合と「災害時の応援業務に関する協定」を結びまし
た。
　これは、災害時に災害復旧のための道路に倒木があ
る場合はその伐採や、市内民有林の被害などがあった
場合に被災状況の調査や応急対策を施すなど、災害時
の各種支援業務が本格化する前段階での応急・復旧業
務を主とした協定内容となっています。
　締結式では、南蒲原森林組合の名古屋金市代表理事
組合長が「災害時には支援物資を輸送するための運搬路
の確保が重要。伐採のプロ集団である森林組合は、発
災時のインフラ確保に資する」と、協定の意義を説明
しました。

【有料広告】
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職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋の全国交通安全運動　9月21日（木）～30日（土）
　9月21日（木）から30日（土）は、秋の全国交通安全期間、9月30日（土）は「交通事故死ゼロを目
指す日」です。夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なるこの時期は交通事故が多発します。
　次の3つの「運動の重点」を心掛け交通安全に取り組みましょう。

重点①　こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
横断歩行者等の交通事故防止～渡るよサインの活用～（新潟県重点）

重点③　自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

歩行者の安全を確保しましょう
◎横断歩道の横断者保護はドライバーの義務です。横断歩道等に歩行者がいないこ
とが明らかな場合を除き、ドライバーは横断歩道等の直前で停止できる速度で走行
しなければいけません。交差点を通過する際は、歩行者の有無をしっかりと確認し
て、横断者や横断しようとしている人がいる場合は必ず止まりましょう。

交通ルールを守ることは、自分自身を守ることです
◎歩行者が死傷する交通事故では、歩行者にも「信号無視」「走行車両の直前・直後の横断」などの交通違反が認めら
れる場合があります。子供が正しい交通ルールを身につけられるよう、周囲の大人が交通ルールを守り、子供の手本に
なりましょう。
　また、高齢者は加齢による視力・筋力の低下を考慮し、より遠くまで左右の確認をしましょう。

自転車利用時はヘルメットを着用
◎すべての自転車利用者にヘルメットの着用が努力義務化されました。自分の命を守るため、
自転車を利用する際はヘルメットを着用しましょう。

特定小型電動機付自転車について
◎７月１日から特定小型電動機付自転車（いわゆる電動キックボード等）が新たな乗り物と
して区分され、歩道を通行できるものと規定されました。電動キックボードを利用する際は、
車道の左側を通行し、ヘルメットを着用しましょう。

重　点②　夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶
夜光反射材を着用しましょう
◎夕暮れ時間帯は視界が徐々に暗くなり、ドライバーも歩行者を見落としやすい時間帯なので、歩
行者は夜光反射材や明るい色の服装を心がけて、自分を目立たせましょう。

早めに前照灯を点灯し、ハイビームを活用しましょう
◎前照灯の点灯は、自分の車の存在を周囲の車や歩行者に知らせるために有効です。
　暗くなってきたと感じる前に、意識的に点灯しましょう。また、ハイビームとロービームをこま
めに切り替え、危険を早く発見し、交通事故を防止しましょう。

飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない
◎飲酒運転は、悪質で危険な犯罪です。飲酒をすると、安全運転に必要な情報処理能力、注意力、
判断力などが低下します。少量のお酒でも、飲んだ後は絶対に運転してはいけません。
　「飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない」を徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎52-0080 内線 252）

まずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルール 　
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人
数

地区 期 日 会 場 内 容

七谷 10月11日（水）加茂七谷温泉美人の湯大広間
❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

下条 11月 1日（水） 下条体育センター
武道場 地域計画策定に係る協議（第2回）

地域計画策定に係る協議（第1回）

加茂 11月14日（火） 産業センター

産業センター

ホール

須田 11月24日（金） ホール

❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

農業の未来を考える座談会
　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農地を使って農業
を進めていくのか、七谷・下条・加茂・須田の各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える座
談会を開催します。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。 複数の地区で耕作している場合
は、複数の座談会にご出席ください。

開催時間は全て午後7時から午後8時30分です。　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）

5　　 広報かも　No.807　5．9．15 広報かも　No.807　5．9．15　　 6

0. 80. 4

5. 2

7. 2 7. 5

令和5年８月3日　給水栓採水結果

32.0
24.5
0.35

32.0
24.5
0.30

0.21 0.09

0.1 0.1

0. 5度未満

6. 9
11
50

5. 2
17
42

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

0.09

0. 012

0. 018
0. 008
0. 005

0. 010
0. 003
0. 004

0. 01

8. 8

0. 004

ニ
ュ
ー
ス

　ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
人命救助表彰を実施しました（8/１7）

　8 月 17 日（木）加茂地域消防本部で人命救助
活動に対し表彰伝達式を行いました。
　坂内達男さん（加茂市在住）・佐藤昌宏さん（三
条市在住）の2名は、7月24日（月）に加茂市
加茂新田地内国道４０３号線バイパスで発生した交
通事故に起因する車両火災において、出火した車
両から自力では動くことの出来ない男性を救助し
ました。
　その人命救助活動への功績をたたえ、加茂地域
消防長から二人へ表彰状を授与しました。

向かって左が佐藤さん、右が坂内さん

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、避難情報や市からの情報を
音声で聞くことができます。難しい操作は必要ありません。
　もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和５年10月3日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　須田コミュニティセンター　大広間
　希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
　体験したあとに、専用タブレットをお申し込みいただくと、その場でお持ち帰りにな
れます。
　体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係
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職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋の全国交通安全運動　9月21日（木）～30日（土）
　9月21日（木）から30日（土）は、秋の全国交通安全期間、9月30日（土）は「交通事故死ゼロを目
指す日」です。夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なるこの時期は交通事故が多発します。
　次の3つの「運動の重点」を心掛け交通安全に取り組みましょう。

重点①　こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
横断歩行者等の交通事故防止～渡るよサインの活用～（新潟県重点）

重点③　自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

歩行者の安全を確保しましょう
◎横断歩道の横断者保護はドライバーの義務です。横断歩道等に歩行者がいないこ
とが明らかな場合を除き、ドライバーは横断歩道等の直前で停止できる速度で走行
しなければいけません。交差点を通過する際は、歩行者の有無をしっかりと確認し
て、横断者や横断しようとしている人がいる場合は必ず止まりましょう。

交通ルールを守ることは、自分自身を守ることです
◎歩行者が死傷する交通事故では、歩行者にも「信号無視」「走行車両の直前・直後の横断」などの交通違反が認めら
れる場合があります。子供が正しい交通ルールを身につけられるよう、周囲の大人が交通ルールを守り、子供の手本に
なりましょう。
　また、高齢者は加齢による視力・筋力の低下を考慮し、より遠くまで左右の確認をしましょう。

自転車利用時はヘルメットを着用
◎すべての自転車利用者にヘルメットの着用が努力義務化されました。自分の命を守るため、
自転車を利用する際はヘルメットを着用しましょう。

特定小型電動機付自転車について
◎７月１日から特定小型電動機付自転車（いわゆる電動キックボード等）が新たな乗り物と
して区分され、歩道を通行できるものと規定されました。電動キックボードを利用する際は、
車道の左側を通行し、ヘルメットを着用しましょう。

重　点②　夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶
夜光反射材を着用しましょう
◎夕暮れ時間帯は視界が徐々に暗くなり、ドライバーも歩行者を見落としやすい時間帯なので、歩
行者は夜光反射材や明るい色の服装を心がけて、自分を目立たせましょう。

早めに前照灯を点灯し、ハイビームを活用しましょう
◎前照灯の点灯は、自分の車の存在を周囲の車や歩行者に知らせるために有効です。
　暗くなってきたと感じる前に、意識的に点灯しましょう。また、ハイビームとロービームをこま
めに切り替え、危険を早く発見し、交通事故を防止しましょう。

飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない
◎飲酒運転は、悪質で危険な犯罪です。飲酒をすると、安全運転に必要な情報処理能力、注意力、
判断力などが低下します。少量のお酒でも、飲んだ後は絶対に運転してはいけません。
　「飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない」を徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎52-0080 内線 252）

まずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルール 　
加
茂
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。

■
第
１
次
試
験
　一般
事
務
職…

基
礎

能
力
試
験
、
事
務
適
性
試
験
、
作
文

試
験

試
験
日

10
月
15
日
（
日
）

会
　
場
　
加
茂
市
役
所

受
付
期
間
　
９
月
11
日
（
月
）
か
ら

10
月
２
日
（
月
）
ま
で

※

窓
口
受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
木
技
術
職
・
建
築
技
術
職
と
受

付
期
間
が
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い

■
面
接
試
験
　
第
１
次
試
験
合
格
者

に
対
し
、
面
接
試
験
（
第
２
次
、
第
３

次
試
験
）
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
　
受
験
申
込
書
（
履
歴
書
）

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
し
、
市
役
所
総
務
課
人
事

係
に
も
あ
り
ま
す
。申
し
込
み
は
郵
送
、

窓
口
持
参
の
ほ
か
、
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人

事
係
（
☎
内
線
333
）

職
員
採
用
試
験
を
実
施
　
令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
加
茂
市
職
員
】

若
干
名

一
般
事
務
職

【
高
校
卒
業
程
度
】

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。

※

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
選
考
の
際
考
慮
し
ま
す
。

採
用
職
種

受
験
資
格

採
用
予
定

　
人
数

地区 期 日 会 場 内 容

七谷 10月11日（水）加茂七谷温泉美人の湯大広間
❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

下条 11月 1日（水） 下条体育センター
武道場 地域計画策定に係る協議（第2回）

地域計画策定に係る協議（第1回）

加茂 11月14日（火） 産業センター

産業センター

ホール

須田 11月24日（金） ホール

❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

農業の未来を考える座談会
　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農地を使って農業
を進めていくのか、七谷・下条・加茂・須田の各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える座
談会を開催します。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。 複数の地区で耕作している場合
は、複数の座談会にご出席ください。

開催時間は全て午後7時から午後8時30分です。　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）

◎すべての自転車利用者にヘルメットの着用が努力義務化されました。自分の命を守るため、

◎７月１日から特定小型電動機付自転車（いわゆる電動キックボード等）が新たな乗り物と
して区分され、歩道を通行できるものと規定されました。電動キックボードを利用する際は、
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N E W S  T O P I C S
人命救助表彰を実施しました（8/１7）

　8 月 17 日（木）加茂地域消防本部で人命救助
活動に対し表彰伝達式を行いました。
　坂内達男さん（加茂市在住）・佐藤昌宏さん（三
条市在住）の2名は、7月24日（月）に加茂市
加茂新田地内国道４０３号線バイパスで発生した交
通事故に起因する車両火災において、出火した車
両から自力では動くことの出来ない男性を救助し
ました。
　その人命救助活動への功績をたたえ、加茂地域
消防長から二人へ表彰状を授与しました。

向かって左が佐藤さん、右が坂内さん

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、避難情報や市からの情報を
音声で聞くことができます。難しい操作は必要ありません。
　もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和５年10月3日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　須田コミュニティセンター　大広間
　希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
　体験したあとに、専用タブレットをお申し込みいただくと、その場でお持ち帰りにな
れます。
　体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
案
内
ほ
か

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
・
市
民
講
座

商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、

会
員
事
業
所
の
売
上
ア
ッ
プ
と
商
店

街
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

「
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
新
町
商
店
街
を
会
場
と
し
て

「
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊
ろ
う
加
茂

松
坂
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
だ
れ
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
」
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー

ル
も
簡
単
で
す
の
で
一
度
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

ま
す
。

実
施
種
目

モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ

日
　
時

10
月
29
日
（
日
）　
午
前
９

日
　
時
　
９
月
22
日
（
金
）　
午
後
５

時
〜
９
時

会
　
場
　
❶
穀
町
商
店
街
：
バ
ザ
ー
ル

会
場
❷
本
町
商
店
街
：
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
市
内
外
か
ら
大
集
合
❸
加
茂
信
用
金

庫
本
店
ホ
ー
ル
：
１
日
限
り
の
デ
ィ
ス

コ
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

穀
町
商
店
街
か
ら
本
町
商

店
街
ま
で
の
大
通
り
と
新
町
商
店
街
の

大
通
り
は
、
午
後
３
時
か
ら
10
時
ま
で

の
間
、
車
輛
通
行
止
め
。

問
い
合
わ
せ
　
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

に
つ
い
て
：
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
　
９
月
22
日
開
催
！

７
４
０
）、
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊

ろ
う
加
茂
松
坂
に
つ
い
て
：
加
茂
新
町

雁
木
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
☎
52

－

１
７
１
５
）

時
〜
正
午
（
予
定
）

会
　
場
　
加
茂
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

参
加
対
象
　
小
学
生
以
上
。  ※

先
着

40
名

持
ち
物

運
動
靴
、
運
動
し
や
す
い

服
装

募
集
期
間

10
月
２
日
（
月
）
〜
23
日

（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
加
茂
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
53

－

２
２
０
６
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

　
　
い
つ
も
の
暮
ら
し
に

　
　
　
　
　
　
が
ん
検
診
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

13
歳
未
満
は
費
用
助
成

65
歳
以
上
は
定
期
接
種

市
民
講
座

　
　「
フ
ッ
ト
ケ
ア
編
」

司
法
書
士
無
料
相
談

　
　
　
週
間
を
実
施
し
ま
す

　
自
分
で
で
き
る
足
の
お
手
入
れ
方
法

を
学
び
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時

か
ら
）

会
　
場
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

テ
ー
マ
　
元
気
に
歩
く
た
め
に
足
の
お

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
！

講
　
師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
）

定
　
員

50
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
着
脱
し
や
す
い
靴
下
と
足
を

出
し
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具
、
飲
み

物申
し
込
み
　
９
月
19
日
（
火
）
〜
10
月

13
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月
１

日
の
「
法
の
日
」
に
因
ん
で
、
会
員
各

事
務
所
に
お
い
て
下
記
の
と
お
り
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

時
　
間
　
各
事
務
所
執
務
時
間
内

場
　
所
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
　
容
　
市
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法

律
相
談
（
登
記
・
訴
訟
・
相
続
・
成
年

後
見
・
多
重
債
務
・
悪
徳
商
法
等
）

そ
の
他
　
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
等

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
土

曜
、
休
日
に
相
談
希
望
の
場
合
は
、
事

前
に
相
談
場
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法
書
士
会

（
☎
025

－

244

－

５
１
２
１
）

日商簿記３級対策講座と検定試験
■日商簿記３級対策講座
期　間　９月25日 (月 )～ 11月16日 (木 )　
　　　　※全15回、  原則毎週月・木曜日開催
時　間　午後６時30分～９時
会　場　商工会議所会議室
講　師 税理士　西丸保幸氏（( 税 ) 山口会計パート
ナーズ）
受講料　16,000 円 ( テキスト代含む。商工会議所会員・
従業員の方は割引あり)
申し込み・問い合わせ　９月19日（火）までに商工会議所
（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

■簿記検定試験１～３級
試験日　11月19日 (日 )
会　場　商工会議所会議室他
受験料　１級7,850円　２級4,720円　３級2,850円
申し込み・問い合わせ　10 月 19 日 ( 木 )までに商工会議
所（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

　
日
本
人
の
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が
、

が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初

期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
検
診
で
は
、
初
期
段
階
の
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
生
存
率
も
大
き

く
高
ま
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
・
健
診
会
場
で
は
、
換
気

や
消
毒
で
し
っ
か
り
と
感
染
予
防
対
策

を
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
「
が
ん
征
圧

月
間
」。
こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

165
）

実
施
期
間
　
令
和
５
年
10
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

■
13
歳
未
満

対
象
者
　
１
回
目
の
接
種
日
に
生
後
６

か
月
以
上
13
歳
未
満
の
人

助
成
額
　
対
象
者
１
回
に
つ
き
千
500
円

（
期
間
内
に
１
人
２
回
ま
で
）

　
接
種
希
望
者
は
加
茂
市
、
田
上
町
の

指
定
医
療
機
関
に
申
請
書
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
接
種
当
日
に
医
療
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
は
、
助
成

額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
接
種
金
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際

に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
151
）

■
65
歳
以
上

対
象
者
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
人
。

60
歳
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
等
で
重
い
疾
患
の
あ
る
人
も
含
み

ま
す
。

接
種
料
金

千
650
円
（
接
種
当
日
、

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
）

　
接
種
券
、
予
診
票
は
９
月
末
ま
で
に

加
茂
市
、
田
上
町
の
指
定
医
療
機
関
、

市
役
所
、
公
民
館
に
用
意
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
10
月
１
日
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

火災以外での消防車両の
サイレン走行について

　火災のほか、様々な場面で消防署の車両がサイレン走行
します。救急現場への支援、救助活動、その他調査出動等
でサイレンを吹鳴します。出動内容についてはテレガイド
（☎52－1233）でお知らせしています。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎52－1770）
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職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋の全国交通安全運動　9月21日（木）～30日（土）
　9月21日（木）から30日（土）は、秋の全国交通安全期間、9月30日（土）は「交通事故死ゼロを目
指す日」です。夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なるこの時期は交通事故が多発します。
　次の3つの「運動の重点」を心掛け交通安全に取り組みましょう。

重点①　こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
横断歩行者等の交通事故防止～渡るよサインの活用～（新潟県重点）

重点③　自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

歩行者の安全を確保しましょう
◎横断歩道の横断者保護はドライバーの義務です。横断歩道等に歩行者がいないこ
とが明らかな場合を除き、ドライバーは横断歩道等の直前で停止できる速度で走行
しなければいけません。交差点を通過する際は、歩行者の有無をしっかりと確認し
て、横断者や横断しようとしている人がいる場合は必ず止まりましょう。

交通ルールを守ることは、自分自身を守ることです
◎歩行者が死傷する交通事故では、歩行者にも「信号無視」「走行車両の直前・直後の横断」などの交通違反が認めら
れる場合があります。子供が正しい交通ルールを身につけられるよう、周囲の大人が交通ルールを守り、子供の手本に
なりましょう。
　また、高齢者は加齢による視力・筋力の低下を考慮し、より遠くまで左右の確認をしましょう。

自転車利用時はヘルメットを着用
◎すべての自転車利用者にヘルメットの着用が努力義務化されました。自分の命を守るため、
自転車を利用する際はヘルメットを着用しましょう。

特定小型電動機付自転車について
◎７月１日から特定小型電動機付自転車（いわゆる電動キックボード等）が新たな乗り物と
して区分され、歩道を通行できるものと規定されました。電動キックボードを利用する際は、
車道の左側を通行し、ヘルメットを着用しましょう。

重　点②　夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶
夜光反射材を着用しましょう
◎夕暮れ時間帯は視界が徐々に暗くなり、ドライバーも歩行者を見落としやすい時間帯なので、歩
行者は夜光反射材や明るい色の服装を心がけて、自分を目立たせましょう。

早めに前照灯を点灯し、ハイビームを活用しましょう
◎前照灯の点灯は、自分の車の存在を周囲の車や歩行者に知らせるために有効です。
　暗くなってきたと感じる前に、意識的に点灯しましょう。また、ハイビームとロービームをこま
めに切り替え、危険を早く発見し、交通事故を防止しましょう。

飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない
◎飲酒運転は、悪質で危険な犯罪です。飲酒をすると、安全運転に必要な情報処理能力、注意力、
判断力などが低下します。少量のお酒でも、飲んだ後は絶対に運転してはいけません。
　「飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない」を徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎52-0080 内線 252）

まずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルール 　
加
茂
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。

■
第
１
次
試
験
　一般
事
務
職…

基
礎

能
力
試
験
、
事
務
適
性
試
験
、
作
文

試
験

試
験
日

10
月
15
日
（
日
）

会
　
場
　
加
茂
市
役
所

受
付
期
間
　
９
月
11
日
（
月
）
か
ら

10
月
２
日
（
月
）
ま
で

※

窓
口
受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
木
技
術
職
・
建
築
技
術
職
と
受

付
期
間
が
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い

■
面
接
試
験
　
第
１
次
試
験
合
格
者

に
対
し
、
面
接
試
験
（
第
２
次
、
第
３

次
試
験
）
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
　
受
験
申
込
書
（
履
歴
書
）

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
し
、
市
役
所
総
務
課
人
事

係
に
も
あ
り
ま
す
。申
し
込
み
は
郵
送
、

窓
口
持
参
の
ほ
か
、
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人

事
係
（
☎
内
線
333
）

職
員
採
用
試
験
を
実
施
　
令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
加
茂
市
職
員
】

若
干
名

一
般
事
務
職

【
高
校
卒
業
程
度
】

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。

※

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
選
考
の
際
考
慮
し
ま
す
。

採
用
職
種

受
験
資
格

採
用
予
定

　
人
数

地区 期 日 会 場 内 容

七谷 10月11日（水）加茂七谷温泉美人の湯大広間
❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

下条 11月 1日（水） 下条体育センター
武道場 地域計画策定に係る協議（第2回）

地域計画策定に係る協議（第1回）

加茂 11月14日（火） 産業センター

産業センター

ホール

須田 11月24日（金） ホール

❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

農業の未来を考える座談会
　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農地を使って農業
を進めていくのか、七谷・下条・加茂・須田の各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える座
談会を開催します。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。 複数の地区で耕作している場合
は、複数の座談会にご出席ください。

開催時間は全て午後7時から午後8時30分です。　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
案
内
ほ
か

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
・
市
民
講
座

商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、

会
員
事
業
所
の
売
上
ア
ッ
プ
と
商
店

街
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

「
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
新
町
商
店
街
を
会
場
と
し
て

「
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊
ろ
う
加
茂

松
坂
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
だ
れ
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
」
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー

ル
も
簡
単
で
す
の
で
一
度
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

ま
す
。

実
施
種
目

モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ

日
　
時

10
月
29
日
（
日
）　
午
前
９

日
　
時
　
９
月
22
日
（
金
）　
午
後
５

時
〜
９
時

会
　
場
　
❶
穀
町
商
店
街
：
バ
ザ
ー
ル

会
場
❷
本
町
商
店
街
：
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
市
内
外
か
ら
大
集
合
❸
加
茂
信
用
金

庫
本
店
ホ
ー
ル
：
１
日
限
り
の
デ
ィ
ス

コ
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

穀
町
商
店
街
か
ら
本
町
商

店
街
ま
で
の
大
通
り
と
新
町
商
店
街
の

大
通
り
は
、
午
後
３
時
か
ら
10
時
ま
で

の
間
、
車
輛
通
行
止
め
。

問
い
合
わ
せ
　
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

に
つ
い
て
：
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
　
９
月
22
日
開
催
！

７
４
０
）、
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊

ろ
う
加
茂
松
坂
に
つ
い
て
：
加
茂
新
町

雁
木
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
☎
52

－

１
７
１
５
）

時
〜
正
午
（
予
定
）

会
　
場
　
加
茂
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

参
加
対
象
　
小
学
生
以
上
。  ※

先
着

40
名

持
ち
物

運
動
靴
、
運
動
し
や
す
い

服
装

募
集
期
間

10
月
２
日
（
月
）
〜
23
日

（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
加
茂
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
53

－

２
２
０
６
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

　
　
い
つ
も
の
暮
ら
し
に

　
　
　
　
　
　
が
ん
検
診
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

13
歳
未
満
は
費
用
助
成

65
歳
以
上
は
定
期
接
種

市
民
講
座

　
　「
フ
ッ
ト
ケ
ア
編
」

司
法
書
士
無
料
相
談

　
　
　
週
間
を
実
施
し
ま
す

　
自
分
で
で
き
る
足
の
お
手
入
れ
方
法

を
学
び
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時

か
ら
）

会
　
場
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

テ
ー
マ
　
元
気
に
歩
く
た
め
に
足
の
お

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
！

講
　
師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
）

定
　
員

50
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
着
脱
し
や
す
い
靴
下
と
足
を

出
し
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具
、
飲
み

物申
し
込
み
　
９
月
19
日
（
火
）
〜
10
月

13
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月
１

日
の
「
法
の
日
」
に
因
ん
で
、
会
員
各

事
務
所
に
お
い
て
下
記
の
と
お
り
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

時
　
間
　
各
事
務
所
執
務
時
間
内

場
　
所
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
　
容
　
市
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法

律
相
談
（
登
記
・
訴
訟
・
相
続
・
成
年

後
見
・
多
重
債
務
・
悪
徳
商
法
等
）

そ
の
他
　
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
等

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
土

曜
、
休
日
に
相
談
希
望
の
場
合
は
、
事

前
に
相
談
場
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法
書
士
会

（
☎
025

－

244

－

５
１
２
１
）

日商簿記３級対策講座と検定試験
■日商簿記３級対策講座
期　間　９月25日 (月 )～ 11月16日 (木 )　
　　　　※全15回、  原則毎週月・木曜日開催
時　間　午後６時30分～９時
会　場　商工会議所会議室
講　師 税理士　西丸保幸氏（( 税 ) 山口会計パート
ナーズ）
受講料　16,000 円 ( テキスト代含む。商工会議所会員・
従業員の方は割引あり)
申し込み・問い合わせ　９月19日（火）までに商工会議所
（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

■簿記検定試験１～３級
試験日　11月19日 (日 )
会　場　商工会議所会議室他
受験料　１級7,850円　２級4,720円　３級2,850円
申し込み・問い合わせ　10 月 19 日 ( 木 )までに商工会議
所（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

　
日
本
人
の
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が
、

が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初

期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
検
診
で
は
、
初
期
段
階
の
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
生
存
率
も
大
き

く
高
ま
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
・
健
診
会
場
で
は
、
換
気

や
消
毒
で
し
っ
か
り
と
感
染
予
防
対
策

を
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
「
が
ん
征
圧

月
間
」。
こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

165
）

実
施
期
間
　
令
和
５
年
10
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

■
13
歳
未
満

対
象
者
　
１
回
目
の
接
種
日
に
生
後
６

か
月
以
上
13
歳
未
満
の
人

助
成
額
　
対
象
者
１
回
に
つ
き
千
500
円

（
期
間
内
に
１
人
２
回
ま
で
）

　
接
種
希
望
者
は
加
茂
市
、
田
上
町
の

指
定
医
療
機
関
に
申
請
書
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
接
種
当
日
に
医
療
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
は
、
助
成

額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
接
種
金
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際

に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
151
）

■
65
歳
以
上

対
象
者
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
人
。

60
歳
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
等
で
重
い
疾
患
の
あ
る
人
も
含
み

ま
す
。

接
種
料
金

千
650
円
（
接
種
当
日
、

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
）

　
接
種
券
、
予
診
票
は
９
月
末
ま
で
に

加
茂
市
、
田
上
町
の
指
定
医
療
機
関
、

市
役
所
、
公
民
館
に
用
意
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
10
月
１
日
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

火災以外での消防車両の
サイレン走行について

　火災のほか、様々な場面で消防署の車両がサイレン走行
します。救急現場への支援、救助活動、その他調査出動等
でサイレンを吹鳴します。出動内容についてはテレガイド
（☎52－1233）でお知らせしています。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎52－1770）
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職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋の全国交通安全運動　9月21日（木）～30日（土）
　9月21日（木）から30日（土）は、秋の全国交通安全期間、9月30日（土）は「交通事故死ゼロを目
指す日」です。夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なるこの時期は交通事故が多発します。
　次の3つの「運動の重点」を心掛け交通安全に取り組みましょう。

重点①　こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
横断歩行者等の交通事故防止～渡るよサインの活用～（新潟県重点）

重点③　自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

歩行者の安全を確保しましょう
◎横断歩道の横断者保護はドライバーの義務です。横断歩道等に歩行者がいないこ
とが明らかな場合を除き、ドライバーは横断歩道等の直前で停止できる速度で走行
しなければいけません。交差点を通過する際は、歩行者の有無をしっかりと確認し
て、横断者や横断しようとしている人がいる場合は必ず止まりましょう。

交通ルールを守ることは、自分自身を守ることです
◎歩行者が死傷する交通事故では、歩行者にも「信号無視」「走行車両の直前・直後の横断」などの交通違反が認めら
れる場合があります。子供が正しい交通ルールを身につけられるよう、周囲の大人が交通ルールを守り、子供の手本に
なりましょう。
　また、高齢者は加齢による視力・筋力の低下を考慮し、より遠くまで左右の確認をしましょう。

自転車利用時はヘルメットを着用
◎すべての自転車利用者にヘルメットの着用が努力義務化されました。自分の命を守るため、
自転車を利用する際はヘルメットを着用しましょう。

特定小型電動機付自転車について
◎７月１日から特定小型電動機付自転車（いわゆる電動キックボード等）が新たな乗り物と
して区分され、歩道を通行できるものと規定されました。電動キックボードを利用する際は、
車道の左側を通行し、ヘルメットを着用しましょう。

重　点②　夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶
夜光反射材を着用しましょう
◎夕暮れ時間帯は視界が徐々に暗くなり、ドライバーも歩行者を見落としやすい時間帯なので、歩
行者は夜光反射材や明るい色の服装を心がけて、自分を目立たせましょう。

早めに前照灯を点灯し、ハイビームを活用しましょう
◎前照灯の点灯は、自分の車の存在を周囲の車や歩行者に知らせるために有効です。
　暗くなってきたと感じる前に、意識的に点灯しましょう。また、ハイビームとロービームをこま
めに切り替え、危険を早く発見し、交通事故を防止しましょう。

飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない
◎飲酒運転は、悪質で危険な犯罪です。飲酒をすると、安全運転に必要な情報処理能力、注意力、
判断力などが低下します。少量のお酒でも、飲んだ後は絶対に運転してはいけません。
　「飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない」を徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎52-0080 内線 252）

まずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルールまずはみんなで安全確認！みんなで守ろう交通ルール 　
加
茂
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。

■
第
１
次
試
験
　一般
事
務
職…

基
礎

能
力
試
験
、
事
務
適
性
試
験
、
作
文

試
験

試
験
日

10
月
15
日
（
日
）

会
　
場
　
加
茂
市
役
所

受
付
期
間
　
９
月
11
日
（
月
）
か
ら

10
月
２
日
（
月
）
ま
で

※

窓
口
受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
木
技
術
職
・
建
築
技
術
職
と
受

付
期
間
が
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い

■
面
接
試
験
　
第
１
次
試
験
合
格
者

に
対
し
、
面
接
試
験
（
第
２
次
、
第
３

次
試
験
）
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
　
受
験
申
込
書
（
履
歴
書
）

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
し
、
市
役
所
総
務
課
人
事

係
に
も
あ
り
ま
す
。申
し
込
み
は
郵
送
、

窓
口
持
参
の
ほ
か
、
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人

事
係
（
☎
内
線
333
）

職
員
採
用
試
験
を
実
施
　
令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
加
茂
市
職
員
】

若
干
名

一
般
事
務
職

【
高
校
卒
業
程
度
】

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。

※

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
選
考
の
際
考
慮
し
ま
す
。

採
用
職
種

受
験
資
格

採
用
予
定

　
人
数

地区 期 日 会 場 内 容

七谷 10月11日（水）加茂七谷温泉美人の湯大広間
❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

下条 11月 1日（水） 下条体育センター
武道場 地域計画策定に係る協議（第2回）

地域計画策定に係る協議（第1回）

加茂 11月14日（火） 産業センター

産業センター

ホール

須田 11月24日（金） ホール

❶人･農地プランと地域計画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

農業の未来を考える座談会
　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農地を使って農業
を進めていくのか、七谷・下条・加茂・須田の各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える座
談会を開催します。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。 複数の地区で耕作している場合
は、複数の座談会にご出席ください。

開催時間は全て午後7時から午後8時30分です。　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）
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市
役
所
で
合
同
相
談

加
茂
市
農
林
業
総
合
振
興
事
業
・
西
分
館
「
文
化
祭
」

令
和
６
年
度
　
加
茂
市
農

林
業
総
合
振
興
事
業
（
農

機
具
補
助
）
の
要
望
調
査

西
分
館
「
文
化
祭
」
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

い
い
も
の
あ
る
か
も
！
？

今
年
も
カ
モ
フ
リ
マ
開
催

　
新
規
農
業
用
機
械
購
入
に
対
す
る
要

望
調
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
に
購
入
予
定
の
農
業
用
機
械
が

対
象
で
、
今
後
規
模
拡
大
等
を
目
指
し

て
い
る
農
業
者
に
対
す
る
補
助
事
業
で

す
。

要
望
期
間

10
月
31
日（
火
）ま
で

対
象
者
　
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就

農
者
、
農
地
所
有
適
格
法
人
、
農
業
者

が
組
織
す
る
団
体
、
基
本
構
想
水
準
達

成
者
、
規
模
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体
、
３
戸
以

上
共
同
利
用
者

交
付
条
件
　
市
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
及
び
そ
れ
ら
の
徴
収
金
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

補
助
率

生
産
調
整
達
成
率
に
応
じ

て
、
最
大
15
％
（
補
助
額
に
上
限
あ

り
）

提
出
書
類
　
❶
要
望
書
及
び
目
標
計

画
書
❷
見
積
書（
２
社
以
上
）、カ
タ

ロ
グ
❸
農
業
者
、農
業
法
人
等
の
現

状
が
分
か
る
書
類

※
書
類
等
は
、
加
茂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
（
☎
内
線
413
）

　
今
年
も
公
民
館
西
分
館
文
化
祭
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時

10
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
西
分
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
※
雨

天
時
は
施
設
内
）

内
　
容
　
▼
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ

ル
シ
ェ
▼
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
▼
作
品
展

（
作
品
展
の
み
会
場
は
体
育
館
で
、
10

月
２
日
（
月
）
も
開
催
し
ま
す
）

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
加
茂
新
田
保
育

園
様
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
西
分
館
（
☎
52

－

０
４

７
８
）
ま
た
は
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

　
「
男
女
共
同
参
画
」
聞
い
た
こ
と
あ

る
け
ど
な
ん
だ
ろ
う
？
自
分
の
生
活
と

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
？
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
ご
用

意
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
場
合
は
申
し

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午

講
　
師
　
新
潟
大
学
創
生
学
部
　
教
授

　
市
で
は
、
家
庭
の
不
要
品
の
再
利
用

お
よ
び
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
ユ
ー
ス

推
進
を
目
的
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
あ
り

ま
す
。

開
催
日

10
月
７
日
（
土
）

渡
邊
洋
子
さ
ん

場
　
所
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

主
　
催
　
加
茂
市
・
（
公
財
）
新
潟
県

女
性
財
団
地
域
セ
ミ
ナ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
男

女
共
同
参
画
係
（
☎
内
線
330
、

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
産
業
セ
ン
タ
ー

※
エ
コ
バ
ッ
ク
持
参
を
お
勧
め
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

danjo@
city.kam

o.niigata.jp）

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
法
律
相
談
以
外
は
予
約
不
要
で

す
。

日
　
時

10
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分

ま
で
）

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

■
法
　
律

　
土
地
、
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
、
サ
ラ

金
、
相
続
、
契
約
書
、
示
談
書
の
問

題
、
そ
の
他
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人

の
た
め
の
相
談
で
す
。
待
ち
時
間
を
少

な
く
す
る
た
め
、
市
民
課
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員
　
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

■
年
　
金

　
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
に
つ
い
て
の

な
ん
で
も
相
談
で
す
。

相
談
員
　
三
条
年
金
事
務
所
職
員

■
行
　
政

　
国
の
出
先
機
関
、
国
の
委
任
事
務
や

補
助
に
関
係
す
る
、
県
・
市
の
仕
事
に

つ
い
て
の
意
見
、
要
望
、
苦
情
に
応
じ

ま
す
。
難
し
い
問
題
は
、
行
政
評
価
事

務
所
と
相
談
し
て
解
決
や
改
善
を
図
り

ま
す
。

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

※

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前
９
時
〜

11
時
30
分
に
は
市
役
所
相
談
室
１
で
定

例
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
人
　
権

　
い
や
が
ら
せ
、
不
等
差
別
、
名
誉
信

用
の
侵
害
、
離
婚
や
扶
養
問
題
、
相

続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
な
ど
人
権
関
係

全
般
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
土
地
・
建
物

　
土
地
の
測
量
、
分
筆
、
合
筆
、
地
目

変
更
、
境
界
の
確
認
や
建
物
の
新
築
、

増
・
改
築
な
ど
に
よ
る
登
記
に
関
す
る

相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
三
条

支
部
所
属
土
地
家
屋
調
査
士

■
登
　
記

　
土
地
、
建
物
の
売
買
、
相
続
、
抵
当

権
設
定
な
ど
の
不
動
産
登
記
や
会
社
の

設
立
、
増
資
、
役
員
変
更
な
ど
の
会

社
、
法
人
登
記
の
ほ
か
、
自
己
破
産
、

支
払
命
令
な
ど
の
裁
判
手
続
き
に
関
す

る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
司
法
書
士
会
三
条
支
部
所

属
司
法
書
士

■
行
政
へ
の
手
続

市
役
所
で
合
同
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
建
設
業
、
飲
食
店
営
業
、
農
地
転
用

等
の
許
可
、
車
庫
証
明
等
の
各
種
行
政

手
続
の
他
、
遺
言
、
相
続
手
続
に
つ
い

て
も
ご
相
談
可
能
で
す
。

相
談
員
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支
部
所

属
行
政
書
士

■
市
　
民

　
い
わ
ば
何
で
も
相
談
で
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
関
係
課
か
ら
話
を

聞
き
、
解
決
や
助
言
を
し
ま
す
。

相
談
員
　
市
民
課
職
員

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係

（
☎
内
線
111
）

コミュニティ助成事業
黒水東区自主防災会で防災資機材の整備

（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業
として、地域社会の健全な発展と住民の福祉向上を目的に
様々なコミュニティ活動を助成しています。
　このたび、黒水東区自主防災会は、宝くじの助成を受け
て、発電機、投光器、ガソリン携行缶、コードリール、防災
多機能ラジオ、リヤカー、レスキューボード、トランシー
バー、ヘルメット、パーソナルテント、簡易トイレ、
チェーンソーとこれらの防災資機材を保管するための簡易
な倉庫を整備しました。
黒水東区自主防災会では、日頃の防災活動の活性化と災害

時の迅速な対応のため、これらの防災資機材を有効に活用
していきます。
問い合わせ
総務課防災係
（☎内線321）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
案
内
ほ
か

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
・
市
民
講
座

商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、

会
員
事
業
所
の
売
上
ア
ッ
プ
と
商
店

街
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

「
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
新
町
商
店
街
を
会
場
と
し
て

「
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊
ろ
う
加
茂

松
坂
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
だ
れ
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
」
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー

ル
も
簡
単
で
す
の
で
一
度
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

ま
す
。

実
施
種
目

モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ

日
　
時

10
月
29
日
（
日
）　
午
前
９

日
　
時
　
９
月
22
日
（
金
）　
午
後
５

時
〜
９
時

会
　
場
　
❶
穀
町
商
店
街
：
バ
ザ
ー
ル

会
場
❷
本
町
商
店
街
：
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
市
内
外
か
ら
大
集
合
❸
加
茂
信
用
金

庫
本
店
ホ
ー
ル
：
１
日
限
り
の
デ
ィ
ス

コ
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

穀
町
商
店
街
か
ら
本
町
商

店
街
ま
で
の
大
通
り
と
新
町
商
店
街
の

大
通
り
は
、
午
後
３
時
か
ら
10
時
ま
で

の
間
、
車
輛
通
行
止
め
。

問
い
合
わ
せ
　
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

に
つ
い
て
：
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
　
９
月
22
日
開
催
！

７
４
０
）、
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊

ろ
う
加
茂
松
坂
に
つ
い
て
：
加
茂
新
町

雁
木
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
☎
52

－

１
７
１
５
）

時
〜
正
午
（
予
定
）

会
　
場
　
加
茂
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

参
加
対
象
　
小
学
生
以
上
。  ※

先
着

40
名

持
ち
物

運
動
靴
、
運
動
し
や
す
い

服
装

募
集
期
間

10
月
２
日
（
月
）
〜
23
日

（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
加
茂
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
53

－

２
２
０
６
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

　
　
い
つ
も
の
暮
ら
し
に

　
　
　
　
　
　
が
ん
検
診
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

13
歳
未
満
は
費
用
助
成

65
歳
以
上
は
定
期
接
種

市
民
講
座

　
　「
フ
ッ
ト
ケ
ア
編
」

司
法
書
士
無
料
相
談

　
　
　
週
間
を
実
施
し
ま
す

　
自
分
で
で
き
る
足
の
お
手
入
れ
方
法

を
学
び
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時

か
ら
）

会
　
場
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

テ
ー
マ
　
元
気
に
歩
く
た
め
に
足
の
お

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
！

講
　
師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
）

定
　
員

50
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
着
脱
し
や
す
い
靴
下
と
足
を

出
し
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具
、
飲
み

物申
し
込
み
　
９
月
19
日
（
火
）
〜
10
月

13
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月
１

日
の
「
法
の
日
」
に
因
ん
で
、
会
員
各

事
務
所
に
お
い
て
下
記
の
と
お
り
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

時
　
間
　
各
事
務
所
執
務
時
間
内

場
　
所
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
　
容
　
市
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法

律
相
談
（
登
記
・
訴
訟
・
相
続
・
成
年

後
見
・
多
重
債
務
・
悪
徳
商
法
等
）

そ
の
他
　
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
等

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
土

曜
、
休
日
に
相
談
希
望
の
場
合
は
、
事

前
に
相
談
場
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法
書
士
会

（
☎
025

－

244

－

５
１
２
１
）

日商簿記３級対策講座と検定試験
■日商簿記３級対策講座
期　間　９月25日 (月 )～ 11月16日 (木 )　
　　　　※全15回、  原則毎週月・木曜日開催
時　間　午後６時30分～９時
会　場　商工会議所会議室
講　師 税理士　西丸保幸氏（( 税 ) 山口会計パート
ナーズ）
受講料　16,000 円 ( テキスト代含む。商工会議所会員・
従業員の方は割引あり)
申し込み・問い合わせ　９月19日（火）までに商工会議所
（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

■簿記検定試験１～３級
試験日　11月19日 (日 )
会　場　商工会議所会議室他
受験料　１級7,850円　２級4,720円　３級2,850円
申し込み・問い合わせ　10 月 19 日 ( 木 )までに商工会議
所（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

　
日
本
人
の
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が
、

が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初

期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
検
診
で
は
、
初
期
段
階
の
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
生
存
率
も
大
き

く
高
ま
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
・
健
診
会
場
で
は
、
換
気

や
消
毒
で
し
っ
か
り
と
感
染
予
防
対
策

を
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
「
が
ん
征
圧

月
間
」。
こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

165
）

実
施
期
間
　
令
和
５
年
10
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

■
13
歳
未
満

対
象
者
　
１
回
目
の
接
種
日
に
生
後
６

か
月
以
上
13
歳
未
満
の
人

助
成
額
　
対
象
者
１
回
に
つ
き
千
500
円

（
期
間
内
に
１
人
２
回
ま
で
）

　
接
種
希
望
者
は
加
茂
市
、
田
上
町
の

指
定
医
療
機
関
に
申
請
書
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
接
種
当
日
に
医
療
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
は
、
助
成

額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
接
種
金
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際

に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
151
）

■
65
歳
以
上

対
象
者
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
人
。

60
歳
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
等
で
重
い
疾
患
の
あ
る
人
も
含
み

ま
す
。

接
種
料
金

千
650
円
（
接
種
当
日
、

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
）

　
接
種
券
、
予
診
票
は
９
月
末
ま
で
に

加
茂
市
、
田
上
町
の
指
定
医
療
機
関
、

市
役
所
、
公
民
館
に
用
意
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
10
月
１
日
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

火災以外での消防車両の
サイレン走行について

　火災のほか、様々な場面で消防署の車両がサイレン走行
します。救急現場への支援、救助活動、その他調査出動等
でサイレンを吹鳴します。出動内容についてはテレガイド
（☎52－1233）でお知らせしています。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎52－1770）
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市
役
所
で
合
同
相
談

加
茂
市
農
林
業
総
合
振
興
事
業
・
西
分
館
「
文
化
祭
」

令
和
６
年
度
　
加
茂
市
農

林
業
総
合
振
興
事
業
（
農

機
具
補
助
）
の
要
望
調
査

西
分
館
「
文
化
祭
」
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

い
い
も
の
あ
る
か
も
！
？

今
年
も
カ
モ
フ
リ
マ
開
催

　
新
規
農
業
用
機
械
購
入
に
対
す
る
要

望
調
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
に
購
入
予
定
の
農
業
用
機
械
が

対
象
で
、
今
後
規
模
拡
大
等
を
目
指
し

て
い
る
農
業
者
に
対
す
る
補
助
事
業
で

す
。

要
望
期
間

10
月
31
日（
火
）ま
で

対
象
者
　
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就

農
者
、
農
地
所
有
適
格
法
人
、
農
業
者

が
組
織
す
る
団
体
、
基
本
構
想
水
準
達

成
者
、
規
模
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体
、
３
戸
以

上
共
同
利
用
者

交
付
条
件
　
市
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
及
び
そ
れ
ら
の
徴
収
金
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

補
助
率

生
産
調
整
達
成
率
に
応
じ

て
、
最
大
15
％
（
補
助
額
に
上
限
あ

り
）

提
出
書
類
　
❶
要
望
書
及
び
目
標
計

画
書
❷
見
積
書（
２
社
以
上
）、カ
タ

ロ
グ
❸
農
業
者
、農
業
法
人
等
の
現

状
が
分
か
る
書
類

※
書
類
等
は
、
加
茂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
（
☎
内
線
413
）

　
今
年
も
公
民
館
西
分
館
文
化
祭
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時

10
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
西
分
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
※
雨

天
時
は
施
設
内
）

内
　
容
　
▼
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ

ル
シ
ェ
▼
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
▼
作
品
展

（
作
品
展
の
み
会
場
は
体
育
館
で
、
10

月
２
日
（
月
）
も
開
催
し
ま
す
）

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
加
茂
新
田
保
育

園
様
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
西
分
館
（
☎
52

－

０
４

７
８
）
ま
た
は
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

　
「
男
女
共
同
参
画
」
聞
い
た
こ
と
あ

る
け
ど
な
ん
だ
ろ
う
？
自
分
の
生
活
と

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
？
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
ご
用

意
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
場
合
は
申
し

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午

講
　
師
　
新
潟
大
学
創
生
学
部
　
教
授

　
市
で
は
、
家
庭
の
不
要
品
の
再
利
用

お
よ
び
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
ユ
ー
ス

推
進
を
目
的
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
あ
り

ま
す
。

開
催
日

10
月
７
日
（
土
）

渡
邊
洋
子
さ
ん

場
　
所
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

主
　
催
　
加
茂
市
・
（
公
財
）
新
潟
県

女
性
財
団
地
域
セ
ミ
ナ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
男

女
共
同
参
画
係
（
☎
内
線
330
、

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
産
業
セ
ン
タ
ー

※
エ
コ
バ
ッ
ク
持
参
を
お
勧
め
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

danjo@
city.kam

o.niigata.jp）

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
法
律
相
談
以
外
は
予
約
不
要
で

す
。

日
　
時

10
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分

ま
で
）

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

■
法
　
律

　
土
地
、
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
、
サ
ラ

金
、
相
続
、
契
約
書
、
示
談
書
の
問

題
、
そ
の
他
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人

の
た
め
の
相
談
で
す
。
待
ち
時
間
を
少

な
く
す
る
た
め
、
市
民
課
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員
　
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

■
年
　
金

　
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
に
つ
い
て
の

な
ん
で
も
相
談
で
す
。

相
談
員
　
三
条
年
金
事
務
所
職
員

■
行
　
政

　
国
の
出
先
機
関
、
国
の
委
任
事
務
や

補
助
に
関
係
す
る
、
県
・
市
の
仕
事
に

つ
い
て
の
意
見
、
要
望
、
苦
情
に
応
じ

ま
す
。
難
し
い
問
題
は
、
行
政
評
価
事

務
所
と
相
談
し
て
解
決
や
改
善
を
図
り

ま
す
。

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

※

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前
９
時
〜

11
時
30
分
に
は
市
役
所
相
談
室
１
で
定

例
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
人
　
権

　
い
や
が
ら
せ
、
不
等
差
別
、
名
誉
信

用
の
侵
害
、
離
婚
や
扶
養
問
題
、
相

続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
な
ど
人
権
関
係

全
般
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
土
地
・
建
物

　
土
地
の
測
量
、
分
筆
、
合
筆
、
地
目

変
更
、
境
界
の
確
認
や
建
物
の
新
築
、

増
・
改
築
な
ど
に
よ
る
登
記
に
関
す
る

相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
三
条

支
部
所
属
土
地
家
屋
調
査
士

■
登
　
記

　
土
地
、
建
物
の
売
買
、
相
続
、
抵
当

権
設
定
な
ど
の
不
動
産
登
記
や
会
社
の

設
立
、
増
資
、
役
員
変
更
な
ど
の
会

社
、
法
人
登
記
の
ほ
か
、
自
己
破
産
、

支
払
命
令
な
ど
の
裁
判
手
続
き
に
関
す

る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
司
法
書
士
会
三
条
支
部
所

属
司
法
書
士

■
行
政
へ
の
手
続

市
役
所
で
合
同
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
建
設
業
、
飲
食
店
営
業
、
農
地
転
用

等
の
許
可
、
車
庫
証
明
等
の
各
種
行
政

手
続
の
他
、
遺
言
、
相
続
手
続
に
つ
い

て
も
ご
相
談
可
能
で
す
。

相
談
員
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支
部
所

属
行
政
書
士

■
市
　
民

　
い
わ
ば
何
で
も
相
談
で
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
関
係
課
か
ら
話
を

聞
き
、
解
決
や
助
言
を
し
ま
す
。

相
談
員
　
市
民
課
職
員

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係

（
☎
内
線
111
）

コミュニティ助成事業
黒水東区自主防災会で防災資機材の整備

（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業
として、地域社会の健全な発展と住民の福祉向上を目的に
様々なコミュニティ活動を助成しています。
　このたび、黒水東区自主防災会は、宝くじの助成を受け
て、発電機、投光器、ガソリン携行缶、コードリール、防災
多機能ラジオ、リヤカー、レスキューボード、トランシー
バー、ヘルメット、パーソナルテント、簡易トイレ、
チェーンソーとこれらの防災資機材を保管するための簡易
な倉庫を整備しました。
黒水東区自主防災会では、日頃の防災活動の活性化と災害

時の迅速な対応のため、これらの防災資機材を有効に活用
していきます。
問い合わせ
総務課防災係
（☎内線321）

広報かも　No.807　5．9．15　　 109　　 広報かも　No.807　5．9．15

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
案
内
ほ
か

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
・
市
民
講
座

商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、

会
員
事
業
所
の
売
上
ア
ッ
プ
と
商
店

街
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

「
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
新
町
商
店
街
を
会
場
と
し
て

「
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊
ろ
う
加
茂

松
坂
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
だ
れ
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
」
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー

ル
も
簡
単
で
す
の
で
一
度
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

ま
す
。

実
施
種
目

モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ

日
　
時

10
月
29
日
（
日
）　
午
前
９

日
　
時
　
９
月
22
日
（
金
）　
午
後
５

時
〜
９
時

会
　
場
　
❶
穀
町
商
店
街
：
バ
ザ
ー
ル

会
場
❷
本
町
商
店
街
：
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
市
内
外
か
ら
大
集
合
❸
加
茂
信
用
金

庫
本
店
ホ
ー
ル
：
１
日
限
り
の
デ
ィ
ス

コ
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

穀
町
商
店
街
か
ら
本
町
商

店
街
ま
で
の
大
通
り
と
新
町
商
店
街
の

大
通
り
は
、
午
後
３
時
か
ら
10
時
ま
で

の
間
、
車
輛
通
行
止
め
。

問
い
合
わ
せ
　
カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

に
つ
い
て
：
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
　
９
月
22
日
開
催
！

７
４
０
）、
新
町
雁
木
通
り
で
皆
で
踊

ろ
う
加
茂
松
坂
に
つ
い
て
：
加
茂
新
町

雁
木
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
☎
52

－

１
７
１
５
）

時
〜
正
午
（
予
定
）

会
　
場
　
加
茂
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

参
加
対
象
　
小
学
生
以
上
。  ※

先
着

40
名

持
ち
物

運
動
靴
、
運
動
し
や
す
い

服
装

募
集
期
間

10
月
２
日
（
月
）
〜
23
日

（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
加
茂
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
53

－

２
２
０
６
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

　
　
い
つ
も
の
暮
ら
し
に

　
　
　
　
　
　
が
ん
検
診
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

13
歳
未
満
は
費
用
助
成

65
歳
以
上
は
定
期
接
種

市
民
講
座

　
　「
フ
ッ
ト
ケ
ア
編
」

司
法
書
士
無
料
相
談

　
　
　
週
間
を
実
施
し
ま
す

　
自
分
で
で
き
る
足
の
お
手
入
れ
方
法

を
学
び
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時

か
ら
）

会
　
場
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

テ
ー
マ
　
元
気
に
歩
く
た
め
に
足
の
お

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
！

講
　
師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
）

定
　
員

50
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
着
脱
し
や
す
い
靴
下
と
足
を

出
し
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具
、
飲
み

物申
し
込
み
　
９
月
19
日
（
火
）
〜
10
月

13
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月
１

日
の
「
法
の
日
」
に
因
ん
で
、
会
員
各

事
務
所
に
お
い
て
下
記
の
と
お
り
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

時
　
間
　
各
事
務
所
執
務
時
間
内

場
　
所
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
　
容
　
市
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法

律
相
談
（
登
記
・
訴
訟
・
相
続
・
成
年

後
見
・
多
重
債
務
・
悪
徳
商
法
等
）

そ
の
他
　
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
等

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
土

曜
、
休
日
に
相
談
希
望
の
場
合
は
、
事

前
に
相
談
場
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法
書
士
会

（
☎
025

－

244

－

５
１
２
１
）

日商簿記３級対策講座と検定試験
■日商簿記３級対策講座
期　間　９月25日 (月 )～ 11月16日 (木 )　
　　　　※全15回、  原則毎週月・木曜日開催
時　間　午後６時30分～９時
会　場　商工会議所会議室
講　師 税理士　西丸保幸氏（( 税 ) 山口会計パート
ナーズ）
受講料　16,000 円 ( テキスト代含む。商工会議所会員・
従業員の方は割引あり)
申し込み・問い合わせ　９月19日（火）までに商工会議所
（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

■簿記検定試験１～３級
試験日　11月19日 (日 )
会　場　商工会議所会議室他
受験料　１級7,850円　２級4,720円　３級2,850円
申し込み・問い合わせ　10 月 19 日 ( 木 )までに商工会議
所（☎52-1740、　　info@kamocci.or.jp）へ。

　
日
本
人
の
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が
、

が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初

期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
検
診
で
は
、
初
期
段
階
の
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
生
存
率
も
大
き

く
高
ま
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
・
健
診
会
場
で
は
、
換
気

や
消
毒
で
し
っ
か
り
と
感
染
予
防
対
策

を
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
「
が
ん
征
圧

月
間
」。
こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

165
）

実
施
期
間
　
令
和
５
年
10
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

■
13
歳
未
満

対
象
者
　
１
回
目
の
接
種
日
に
生
後
６

か
月
以
上
13
歳
未
満
の
人

助
成
額
　
対
象
者
１
回
に
つ
き
千
500
円

（
期
間
内
に
１
人
２
回
ま
で
）

　
接
種
希
望
者
は
加
茂
市
、
田
上
町
の

指
定
医
療
機
関
に
申
請
書
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
接
種
当
日
に
医
療
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
は
、
助
成

額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
接
種
金
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際

に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
151
）

■
65
歳
以
上

対
象
者
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
人
。

60
歳
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
等
で
重
い
疾
患
の
あ
る
人
も
含
み

ま
す
。

接
種
料
金

千
650
円
（
接
種
当
日
、

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
）

　
接
種
券
、
予
診
票
は
９
月
末
ま
で
に

加
茂
市
、
田
上
町
の
指
定
医
療
機
関
、

市
役
所
、
公
民
館
に
用
意
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
10
月
１
日
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

火災以外での消防車両の
サイレン走行について

　火災のほか、様々な場面で消防署の車両がサイレン走行
します。救急現場への支援、救助活動、その他調査出動等
でサイレンを吹鳴します。出動内容についてはテレガイド
（☎52－1233）でお知らせしています。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎52－1770）
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
販
売

　
５
・
６
月
の
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
を
対

象
に
、
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
、
21
日

（
土
）
各
午
前
９
時
〜
11
時

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

検
診
料
　
各
千
円※

70
歳
以
上
は
無
料

対
象
者
　
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
平
成

16
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
▼
乳
が
ん

検
診

昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

追
加
検
診

ま
れ

※

い
ず
れ
の
検
診
も
昨
年
受
診
し
た
人

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

定
　
員
　
両
日
と
も
各
50
人
程
度

申
し
込
み
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
22
日

（
金
）
に
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）
へ
。

地元買物運動・プレミアム商品券販売
 ～お一人様３セットまで～

　商工会議所では、地元買物運動推進の一環として、毎年大好評の
「プレミアム商品券」を発行します。プレミアム商品券は、１万円
で11,000円分（額面500円×10枚、1,000円×６枚で１セット）の買
い物ができます。市内の取扱店ポスターのあるお店でお使いいただ
けます。
販売期間　10月１日(日)午前10時～午後３時
無くなり次第終了。
※在庫がある場合は、平日の午前９時～午後５時、第１・３・５土
曜日の午前９時～正午に商工会議所窓口にて販売。日曜日の販売は
10月１日（日）のみ。
販売場所　商工会議所、加茂市商店街（協）
販売総額　1,100万円（限定1,000セット）
購入上限　１人３セット（33,000円分）※18歳未満の方は購入不可
有効期間　10月１日（日）～12月31日（日）
問い合わせ 商工会議所（☎52－1740、　info@kamocci.or.jp）

　
加
茂
文
化
会
館
の
企
画
展
「
良
寛
と

加
茂
」
で
、
日
本
画
の
巨
匠
・
安
田

靫
彦
（
一
八
八
四
〜
一
九
七
八
）
の
書

簡
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

　
あ
る
時
期
に
靫
彦
は
書
風
を
一
変
さ

せ
、
や
が
て
画
家
の
枠
を
飛
び
越
え
た

屈
指
の
能
書
家
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
上
条

で
織
物
工
場
（
北
辰
舎
関
工
場
）
を
営

ん
だ
関
真
次
郎
（
一
八
六
一
〜
一
九
三

八
）
か
ら
、
良
寛
の
書
を
贈
呈
さ
れ
た

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
た
ち
ま
ち
靫
彦

は
良
寛
に
傾
倒
し
、
二
人
は
長
年
続
く

厚
誼
を
結
ん
で
、
美
術
界
に
重
要
な
貢

献
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
雪

梁
舎
美
術
館
（
新
潟
市
西
区
）
が
所
蔵

す
る
靫
彦
の
書
簡
か
ら
、
真
次
郎
へ
宛

　
安
田
靫
彦
書
簡
の
凱
旋

〜
「
良
寛
と
加
茂
」
展
の

開
催
〜

て
た
選
り
す
ぐ
り
の
礼
状
二
通
を
展
示

し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
火
曜
日
休
館
）

場
　
所
　
加
茂
文
化
会
館
良
寛
展
示
室

入
　
場
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

ゆ
き
ひ
こ

ほ
く
し
ん
し
ゃ

関真次郎宛て安田靫彦の書簡（雪梁舎美術館所蔵）

月 日 休日当番医

休日当番医
☎

9／17（日）

10／1（日）

吉田内科医院

鷲塚内科医院

５7－7511
18（月・祝） わたなべ医院 ５3－3850
23（土・祝）にのみや内科クリニック ５7－0770
24（日） 中村医院 ５2－0095

52－2054

炭
焼
き
体
験
・
甲
種
防
火
管
理
講
習

炭
焼
き
体
験
開
催

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）
を
開
催
し
ま
す

　
3
日
間
高
温
で
焼
か
れ
た
岳
炭
を
窯

か
ら
取
り
出
す
作
業
を
体
験
し
ま
す
。

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

10
月
15
日
（
日
）
、
22
日

（
日
）
、
29
日
（
日
）
、
11
月
12
日

（
日
）
、
19
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
正

午
（
開
始
時
間
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
）

会
　
場
　
粟
ヶ
岳
県
民
休
養
地
（
水
源

地
）
炭
焼
小
屋

定
　
員
　
各
日
20
名
程
度

参
加
費
　
無
料

　
令
和
５
年
住
宅・土
地
統
計
調
査（
調

査
期
日
10
月
1
日
）
が
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
340
万
世
帯
を
対

象
に
住
宅
や
住
宅
以
外
で
人
が
居
住
す

る
建
物
・
土
地
の
実
態
等
を
調
べ
、
住

生
活
関
連
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
５
年
に
１
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
９
月

下
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

（
顔
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を
携
帯
）

が
調
査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
ほ
か
、
紙

の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
に
提

出
す
る
方
法
に
よ
り
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
便

利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
調
査
で
知
り
得
た
情
報
に
は
厳
重
な

個
人
情
報
保
護
が
定
め
て
あ
り
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
正
確
に
回

答
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間
　
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
統
計
係
（
☎
内

線
314
・
316
）

持
ち
物
　
軍
手
（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）

計
画
的
に
行
う
責
任
者
の
こ
と
で
、
そ

の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
　
時

10
月
19
日
（
木
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
、
20
日
（
金
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

種
　
別
　
甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）

定
　
員

50
名

対
　
象
　
加
茂
市
・
田
上
町
に
在
勤
、

在
宅
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
ま

す
。
管
外
か
ら
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
受
け
付

け
ま
す
。

受
講
料
　
３
千
850
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受
講
票
兼

　
防
火
管
理
者
と
は
、
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
物
な
ど
の
「
火
災
に
よ
る
被

害
」
を
防
止
す
る
た
め
、
防
火
管
理
に

係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
（
防
火
管
理
業
務
）
を

申
込
書
は
加
茂
地
域
消
防
本
部
予
防
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
９
月
20
日

（
水
）
〜
10
月
５
日
（
木
）
に
加
茂
地

域
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７

０
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
役
所
で
合
同
相
談

加
茂
市
農
林
業
総
合
振
興
事
業
・
西
分
館
「
文
化
祭
」

令
和
６
年
度
　
加
茂
市
農

林
業
総
合
振
興
事
業
（
農

機
具
補
助
）
の
要
望
調
査

西
分
館
「
文
化
祭
」
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

い
い
も
の
あ
る
か
も
！
？

今
年
も
カ
モ
フ
リ
マ
開
催

　
新
規
農
業
用
機
械
購
入
に
対
す
る
要

望
調
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
に
購
入
予
定
の
農
業
用
機
械
が

対
象
で
、
今
後
規
模
拡
大
等
を
目
指
し

て
い
る
農
業
者
に
対
す
る
補
助
事
業
で

す
。

要
望
期
間

10
月
31
日（
火
）ま
で

対
象
者
　
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就

農
者
、
農
地
所
有
適
格
法
人
、
農
業
者

が
組
織
す
る
団
体
、
基
本
構
想
水
準
達

成
者
、
規
模
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体
、
３
戸
以

上
共
同
利
用
者

交
付
条
件
　
市
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
及
び
そ
れ
ら
の
徴
収
金
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

補
助
率

生
産
調
整
達
成
率
に
応
じ

て
、
最
大
15
％
（
補
助
額
に
上
限
あ

り
）

提
出
書
類
　
❶
要
望
書
及
び
目
標
計

画
書
❷
見
積
書（
２
社
以
上
）、カ
タ

ロ
グ
❸
農
業
者
、農
業
法
人
等
の
現

状
が
分
か
る
書
類

※
書
類
等
は
、
加
茂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
（
☎
内
線
413
）

　
今
年
も
公
民
館
西
分
館
文
化
祭
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時

10
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
西
分
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
※
雨

天
時
は
施
設
内
）

内
　
容
　
▼
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ

ル
シ
ェ
▼
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
▼
作
品
展

（
作
品
展
の
み
会
場
は
体
育
館
で
、
10

月
２
日
（
月
）
も
開
催
し
ま
す
）

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
加
茂
新
田
保
育

園
様
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
西
分
館
（
☎
52

－

０
４

７
８
）
ま
た
は
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

　
「
男
女
共
同
参
画
」
聞
い
た
こ
と
あ

る
け
ど
な
ん
だ
ろ
う
？
自
分
の
生
活
と

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
？
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
ご
用

意
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
場
合
は
申
し

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午

講
　
師
　
新
潟
大
学
創
生
学
部
　
教
授

　
市
で
は
、
家
庭
の
不
要
品
の
再
利
用

お
よ
び
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
ユ
ー
ス

推
進
を
目
的
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
あ
り

ま
す
。

開
催
日

10
月
７
日
（
土
）

渡
邊
洋
子
さ
ん

場
　
所
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

主
　
催
　
加
茂
市
・
（
公
財
）
新
潟
県

女
性
財
団
地
域
セ
ミ
ナ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
男

女
共
同
参
画
係
（
☎
内
線
330
、

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
産
業
セ
ン
タ
ー

※
エ
コ
バ
ッ
ク
持
参
を
お
勧
め
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

danjo@
city.kam

o.niigata.jp）

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
法
律
相
談
以
外
は
予
約
不
要
で

す
。

日
　
時

10
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分

ま
で
）

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

■
法
　
律

　
土
地
、
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
、
サ
ラ

金
、
相
続
、
契
約
書
、
示
談
書
の
問

題
、
そ
の
他
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人

の
た
め
の
相
談
で
す
。
待
ち
時
間
を
少

な
く
す
る
た
め
、
市
民
課
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員
　
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

■
年
　
金

　
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
に
つ
い
て
の

な
ん
で
も
相
談
で
す
。

相
談
員
　
三
条
年
金
事
務
所
職
員

■
行
　
政

　
国
の
出
先
機
関
、
国
の
委
任
事
務
や

補
助
に
関
係
す
る
、
県
・
市
の
仕
事
に

つ
い
て
の
意
見
、
要
望
、
苦
情
に
応
じ

ま
す
。
難
し
い
問
題
は
、
行
政
評
価
事

務
所
と
相
談
し
て
解
決
や
改
善
を
図
り

ま
す
。

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

※

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前
９
時
〜

11
時
30
分
に
は
市
役
所
相
談
室
１
で
定

例
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
人
　
権

　
い
や
が
ら
せ
、
不
等
差
別
、
名
誉
信

用
の
侵
害
、
離
婚
や
扶
養
問
題
、
相

続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
な
ど
人
権
関
係

全
般
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
土
地
・
建
物

　
土
地
の
測
量
、
分
筆
、
合
筆
、
地
目

変
更
、
境
界
の
確
認
や
建
物
の
新
築
、

増
・
改
築
な
ど
に
よ
る
登
記
に
関
す
る

相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
三
条

支
部
所
属
土
地
家
屋
調
査
士

■
登
　
記

　
土
地
、
建
物
の
売
買
、
相
続
、
抵
当

権
設
定
な
ど
の
不
動
産
登
記
や
会
社
の

設
立
、
増
資
、
役
員
変
更
な
ど
の
会

社
、
法
人
登
記
の
ほ
か
、
自
己
破
産
、

支
払
命
令
な
ど
の
裁
判
手
続
き
に
関
す

る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
司
法
書
士
会
三
条
支
部
所

属
司
法
書
士

■
行
政
へ
の
手
続

市
役
所
で
合
同
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
建
設
業
、
飲
食
店
営
業
、
農
地
転
用

等
の
許
可
、
車
庫
証
明
等
の
各
種
行
政

手
続
の
他
、
遺
言
、
相
続
手
続
に
つ
い

て
も
ご
相
談
可
能
で
す
。

相
談
員
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支
部
所

属
行
政
書
士

■
市
　
民

　
い
わ
ば
何
で
も
相
談
で
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
関
係
課
か
ら
話
を

聞
き
、
解
決
や
助
言
を
し
ま
す
。

相
談
員
　
市
民
課
職
員

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係

（
☎
内
線
111
）

コミュニティ助成事業
黒水東区自主防災会で防災資機材の整備

（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業
として、地域社会の健全な発展と住民の福祉向上を目的に
様々なコミュニティ活動を助成しています。
　このたび、黒水東区自主防災会は、宝くじの助成を受け
て、発電機、投光器、ガソリン携行缶、コードリール、防災
多機能ラジオ、リヤカー、レスキューボード、トランシー
バー、ヘルメット、パーソナルテント、簡易トイレ、
チェーンソーとこれらの防災資機材を保管するための簡易
な倉庫を整備しました。
黒水東区自主防災会では、日頃の防災活動の活性化と災害

時の迅速な対応のため、これらの防災資機材を有効に活用
していきます。
問い合わせ
総務課防災係
（☎内線321）
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
販
売

　
５
・
６
月
の
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
を
対

象
に
、
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
、
21
日

（
土
）
各
午
前
９
時
〜
11
時

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

検
診
料
　
各
千
円※

70
歳
以
上
は
無
料

対
象
者
　
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
平
成

16
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
▼
乳
が
ん

検
診

昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

追
加
検
診

ま
れ

※

い
ず
れ
の
検
診
も
昨
年
受
診
し
た
人

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

定
　
員
　
両
日
と
も
各
50
人
程
度

申
し
込
み
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
22
日

（
金
）
に
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）
へ
。

地元買物運動・プレミアム商品券販売
 ～お一人様３セットまで～

　商工会議所では、地元買物運動推進の一環として、毎年大好評の
「プレミアム商品券」を発行します。プレミアム商品券は、１万円
で11,000円分（額面500円×10枚、1,000円×６枚で１セット）の買
い物ができます。市内の取扱店ポスターのあるお店でお使いいただ
けます。
販売期間　10月１日(日)午前10時～午後３時
無くなり次第終了。
※在庫がある場合は、平日の午前９時～午後５時、第１・３・５土
曜日の午前９時～正午に商工会議所窓口にて販売。日曜日の販売は
10月１日（日）のみ。
販売場所　商工会議所、加茂市商店街（協）
販売総額　1,100万円（限定1,000セット）
購入上限　１人３セット（33,000円分）※18歳未満の方は購入不可
有効期間　10月１日（日）～12月31日（日）
問い合わせ 商工会議所（☎52－1740、　info@kamocci.or.jp）

　
加
茂
文
化
会
館
の
企
画
展
「
良
寛
と

加
茂
」
で
、
日
本
画
の
巨
匠
・
安
田

靫
彦
（
一
八
八
四
〜
一
九
七
八
）
の
書

簡
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

　
あ
る
時
期
に
靫
彦
は
書
風
を
一
変
さ

せ
、
や
が
て
画
家
の
枠
を
飛
び
越
え
た

屈
指
の
能
書
家
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
上
条

で
織
物
工
場
（
北
辰
舎
関
工
場
）
を
営

ん
だ
関
真
次
郎
（
一
八
六
一
〜
一
九
三

八
）
か
ら
、
良
寛
の
書
を
贈
呈
さ
れ
た

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
た
ち
ま
ち
靫
彦

は
良
寛
に
傾
倒
し
、
二
人
は
長
年
続
く

厚
誼
を
結
ん
で
、
美
術
界
に
重
要
な
貢

献
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
雪

梁
舎
美
術
館
（
新
潟
市
西
区
）
が
所
蔵

す
る
靫
彦
の
書
簡
か
ら
、
真
次
郎
へ
宛

　
安
田
靫
彦
書
簡
の
凱
旋

〜
「
良
寛
と
加
茂
」
展
の

開
催
〜

て
た
選
り
す
ぐ
り
の
礼
状
二
通
を
展
示

し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
火
曜
日
休
館
）

場
　
所
　
加
茂
文
化
会
館
良
寛
展
示
室

入
　
場
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

ゆ
き
ひ
こ

ほ
く
し
ん
し
ゃ

関真次郎宛て安田靫彦の書簡（雪梁舎美術館所蔵）

月 日 休日当番医

休日当番医
☎

9／17（日）

10／1（日）

吉田内科医院

鷲塚内科医院

５7－7511
18（月・祝） わたなべ医院 ５3－3850
23（土・祝）にのみや内科クリニック ５7－0770
24（日） 中村医院 ５2－0095

52－2054

炭
焼
き
体
験
・
甲
種
防
火
管
理
講
習

炭
焼
き
体
験
開
催

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）
を
開
催
し
ま
す

　
3
日
間
高
温
で
焼
か
れ
た
岳
炭
を
窯

か
ら
取
り
出
す
作
業
を
体
験
し
ま
す
。

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

10
月
15
日
（
日
）
、
22
日

（
日
）
、
29
日
（
日
）
、
11
月
12
日

（
日
）
、
19
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
正

午
（
開
始
時
間
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
）

会
　
場
　
粟
ヶ
岳
県
民
休
養
地
（
水
源

地
）
炭
焼
小
屋

定
　
員
　
各
日
20
名
程
度

参
加
費
　
無
料

　
令
和
５
年
住
宅・土
地
統
計
調
査（
調

査
期
日
10
月
1
日
）
が
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
340
万
世
帯
を
対

象
に
住
宅
や
住
宅
以
外
で
人
が
居
住
す

る
建
物
・
土
地
の
実
態
等
を
調
べ
、
住

生
活
関
連
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
５
年
に
１
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
９
月

下
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

（
顔
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を
携
帯
）

が
調
査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
ほ
か
、
紙

の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
に
提

出
す
る
方
法
に
よ
り
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
便

利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
調
査
で
知
り
得
た
情
報
に
は
厳
重
な

個
人
情
報
保
護
が
定
め
て
あ
り
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
正
確
に
回

答
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間
　
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
統
計
係
（
☎
内

線
314
・
316
）

持
ち
物
　
軍
手
（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）

計
画
的
に
行
う
責
任
者
の
こ
と
で
、
そ

の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
　
時

10
月
19
日
（
木
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
、
20
日
（
金
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

種
　
別
　
甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）

定
　
員

50
名

対
　
象
　
加
茂
市
・
田
上
町
に
在
勤
、

在
宅
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
ま

す
。
管
外
か
ら
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
受
け
付

け
ま
す
。

受
講
料
　
３
千
850
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受
講
票
兼

　
防
火
管
理
者
と
は
、
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
物
な
ど
の
「
火
災
に
よ
る
被

害
」
を
防
止
す
る
た
め
、
防
火
管
理
に

係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
（
防
火
管
理
業
務
）
を

申
込
書
は
加
茂
地
域
消
防
本
部
予
防
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
９
月
20
日

（
水
）
〜
10
月
５
日
（
木
）
に
加
茂
地

域
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７

０
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
役
所
で
合
同
相
談

加
茂
市
農
林
業
総
合
振
興
事
業
・
西
分
館
「
文
化
祭
」

令
和
６
年
度
　
加
茂
市
農

林
業
総
合
振
興
事
業
（
農

機
具
補
助
）
の
要
望
調
査

西
分
館
「
文
化
祭
」
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

い
い
も
の
あ
る
か
も
！
？

今
年
も
カ
モ
フ
リ
マ
開
催

　
新
規
農
業
用
機
械
購
入
に
対
す
る
要

望
調
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
に
購
入
予
定
の
農
業
用
機
械
が

対
象
で
、
今
後
規
模
拡
大
等
を
目
指
し

て
い
る
農
業
者
に
対
す
る
補
助
事
業
で

す
。

要
望
期
間

10
月
31
日（
火
）ま
で

対
象
者
　
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就

農
者
、
農
地
所
有
適
格
法
人
、
農
業
者

が
組
織
す
る
団
体
、
基
本
構
想
水
準
達

成
者
、
規
模
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体
、
３
戸
以

上
共
同
利
用
者

交
付
条
件
　
市
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
及
び
そ
れ
ら
の
徴
収
金
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

補
助
率

生
産
調
整
達
成
率
に
応
じ

て
、
最
大
15
％
（
補
助
額
に
上
限
あ

り
）

提
出
書
類
　
❶
要
望
書
及
び
目
標
計

画
書
❷
見
積
書（
２
社
以
上
）、カ
タ

ロ
グ
❸
農
業
者
、農
業
法
人
等
の
現

状
が
分
か
る
書
類

※
書
類
等
は
、
加
茂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
（
☎
内
線
413
）

　
今
年
も
公
民
館
西
分
館
文
化
祭
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時

10
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
西
分
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
※
雨

天
時
は
施
設
内
）

内
　
容
　
▼
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ

ル
シ
ェ
▼
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
▼
作
品
展

（
作
品
展
の
み
会
場
は
体
育
館
で
、
10

月
２
日
（
月
）
も
開
催
し
ま
す
）

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
加
茂
新
田
保
育

園
様
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
西
分
館
（
☎
52

－

０
４

７
８
）
ま
た
は
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

　
「
男
女
共
同
参
画
」
聞
い
た
こ
と
あ

る
け
ど
な
ん
だ
ろ
う
？
自
分
の
生
活
と

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
？
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
ご
用

意
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
場
合
は
申
し

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午

講
　
師
　
新
潟
大
学
創
生
学
部
　
教
授

　
市
で
は
、
家
庭
の
不
要
品
の
再
利
用

お
よ
び
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
ユ
ー
ス

推
進
を
目
的
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
あ
り

ま
す
。

開
催
日

10
月
７
日
（
土
）

渡
邊
洋
子
さ
ん

場
　
所
　
加
茂
市
役
所
３
階
会
議
室

主
　
催
　
加
茂
市
・
（
公
財
）
新
潟
県

女
性
財
団
地
域
セ
ミ
ナ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
男

女
共
同
参
画
係
（
☎
内
線
330
、

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
産
業
セ
ン
タ
ー

※
エ
コ
バ
ッ
ク
持
参
を
お
勧
め
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

danjo@
city.kam

o.niigata.jp）

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
法
律
相
談
以
外
は
予
約
不
要
で

す
。

日
　
時

10
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分

ま
で
）

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

■
法
　
律

　
土
地
、
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
、
サ
ラ

金
、
相
続
、
契
約
書
、
示
談
書
の
問

題
、
そ
の
他
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人

の
た
め
の
相
談
で
す
。
待
ち
時
間
を
少

な
く
す
る
た
め
、
市
民
課
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員
　
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

■
年
　
金

　
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
に
つ
い
て
の

な
ん
で
も
相
談
で
す
。

相
談
員
　
三
条
年
金
事
務
所
職
員

■
行
　
政

　
国
の
出
先
機
関
、
国
の
委
任
事
務
や

補
助
に
関
係
す
る
、
県
・
市
の
仕
事
に

つ
い
て
の
意
見
、
要
望
、
苦
情
に
応
じ

ま
す
。
難
し
い
問
題
は
、
行
政
評
価
事

務
所
と
相
談
し
て
解
決
や
改
善
を
図
り

ま
す
。

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

※

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前
９
時
〜

11
時
30
分
に
は
市
役
所
相
談
室
１
で
定

例
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
人
　
権

　
い
や
が
ら
せ
、
不
等
差
別
、
名
誉
信

用
の
侵
害
、
離
婚
や
扶
養
問
題
、
相

続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
な
ど
人
権
関
係

全
般
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
土
地
・
建
物

　
土
地
の
測
量
、
分
筆
、
合
筆
、
地
目

変
更
、
境
界
の
確
認
や
建
物
の
新
築
、

増
・
改
築
な
ど
に
よ
る
登
記
に
関
す
る

相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
三
条

支
部
所
属
土
地
家
屋
調
査
士

■
登
　
記

　
土
地
、
建
物
の
売
買
、
相
続
、
抵
当

権
設
定
な
ど
の
不
動
産
登
記
や
会
社
の

設
立
、
増
資
、
役
員
変
更
な
ど
の
会

社
、
法
人
登
記
の
ほ
か
、
自
己
破
産
、

支
払
命
令
な
ど
の
裁
判
手
続
き
に
関
す

る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相
談
で
す
。

相
談
員
　
県
司
法
書
士
会
三
条
支
部
所

属
司
法
書
士

■
行
政
へ
の
手
続

市
役
所
で
合
同
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
建
設
業
、
飲
食
店
営
業
、
農
地
転
用

等
の
許
可
、
車
庫
証
明
等
の
各
種
行
政

手
続
の
他
、
遺
言
、
相
続
手
続
に
つ
い

て
も
ご
相
談
可
能
で
す
。

相
談
員
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支
部
所

属
行
政
書
士

■
市
　
民

　
い
わ
ば
何
で
も
相
談
で
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
関
係
課
か
ら
話
を

聞
き
、
解
決
や
助
言
を
し
ま
す
。

相
談
員
　
市
民
課
職
員

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係

（
☎
内
線
111
）

コミュニティ助成事業
黒水東区自主防災会で防災資機材の整備

（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業
として、地域社会の健全な発展と住民の福祉向上を目的に
様々なコミュニティ活動を助成しています。
　このたび、黒水東区自主防災会は、宝くじの助成を受け
て、発電機、投光器、ガソリン携行缶、コードリール、防災
多機能ラジオ、リヤカー、レスキューボード、トランシー
バー、ヘルメット、パーソナルテント、簡易トイレ、
チェーンソーとこれらの防災資機材を保管するための簡易
な倉庫を整備しました。
黒水東区自主防災会では、日頃の防災活動の活性化と災害

時の迅速な対応のため、これらの防災資機材を有効に活用
していきます。
問い合わせ
総務課防災係
（☎内線321）
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須
田
中
学
校
区
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
・
里
親
さ
ん
募
集

須
田
中
学
校
区

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

里
親
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か

中
村
謙
二
　
個
展

　
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
ア
ル

ミ
缶
の
廃
品
回
収
を
行
い
ま
す
。
期
間

内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

回
収
場
所
・
期
日
　
▼
須
田
中
学
校

10
月
３
日
（
火
）
〜
５
日
（
木
）
▼
須

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
10

日
（
火
）
〜
12
日
（
木
）

時
　
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
　
須
田
中
学
校
（
☎
52

－

６
０
１
９
）

　
児
童
相
談
所
で
は
、
あ
る
一
定
期
間

（
数
日
の
短
期
間
か
ら
数
年
の
場
合
も

あ
り
ま
す
）
の
保
護
が
必
要
な
こ
ど
も

の
養
育
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
養
育
里

親
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
養
育
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
特
別

な
資
格
や
年
齢
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
研
修
の
受
講
と
家
庭
訪
問
調
査

等
を
含
め
た
里
親
登
録
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
中
央
児
童
相
談

所
（
☎
025

－

381

－

１
１
１
１
）

就
学
時
健
診
を
実
施
し
ま
す

　
来
年
度
、
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
平
成
29
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
で
す
。
対
象
者
の
世
帯
に
は
近
日
中

に
各
小
学
校
か
ら
案
内
文
書
が
届
け
ら

れ
ま
す
。

期
　
日

・
七
谷
小
学
校
　

10
月
12
日
（
木
）

・
下
条
小
学
校
　

10
月
18
日
（
水
）

・
加
茂
南
小
学
校

10
月
19
日
（
木
）

・
須
田
小
学
校
　

10
月
19
日
（
木
）

・
石
川
小
学
校
　

10
月
24
日
（
火
）

・
加
茂
小
学
校
　

10
月
27
日
（
金
）

開
始
時
間
　
各
校
と
も
午
後
に
実
施
し

ま
す
が
、
学
校
に
よ
り
実
施
時
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
案
内
文
書
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
当
日
病
気
な
ど
で
健
康
診
断

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
入
学
す

る
学
校
へ
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
☎
内
線
451
）

　
蒔
絵
や
螺
鈿
・
沈
金
な
ど
漆
の
さ

ま
ざ
ま
な
加
飾
法
を
活
か
し
、
漆
の

漆
黒
の
闇
の
中
に
華
や
か
な
幻
想
世

界
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
作
品
が
特

徴
で
す
。

会
　
期
　
９
月
21
日
（
木
）
〜
24
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

会
　
場
　
文
化
会
館
中
サ
ー
ク
ル
室

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

　
加
茂
市
在
住
の
工
芸
作
家
中
村
謙

二
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。
（
入
場

無
料
） 消防防災ヘリコプター連携訓練

　近年登山等のブームが広がる中、全国的に遭難事故
が増え続け救助事案が多く発生しております。
　加茂地域消防本部では、多様化する災害に迅速・的
確に対応するため、新潟県消防防災航空隊「防災ヘ
リ」と連携訓練を実施します。
日　時 9月27日（水）午前9時～正午（雨天、災害時
中止）
場　所　加茂市粟ヶ岳（三合目付近）、加茂川河川敷
（石川公園付近）
　付近住民の皆様には、ヘリコプターのエンジン音等
で大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほ
ど宜しくお願いいたします。
　また訓練中、粟ヶ岳三合目付近、加茂川河川敷石川
公園付近はヘリコプター接近
に伴い強風が吹き危険ですの
でご注意ください。
問い合わせ　加茂地域消防本
部 警防課（☎52－1770）

消
費
生
活
情
報

広報かも　No.807　5．9．15　　 1413　　 広報かも　No.807　5．9．15

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
販
売

　
５
・
６
月
の
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
を
対

象
に
、
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
、
21
日

（
土
）
各
午
前
９
時
〜
11
時

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

検
診
料
　
各
千
円※

70
歳
以
上
は
無
料

対
象
者
　
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
平
成

16
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
▼
乳
が
ん

検
診

昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

追
加
検
診

ま
れ

※

い
ず
れ
の
検
診
も
昨
年
受
診
し
た
人

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

定
　
員
　
両
日
と
も
各
50
人
程
度

申
し
込
み
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
22
日

（
金
）
に
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）
へ
。

地元買物運動・プレミアム商品券販売
 ～お一人様３セットまで～

　商工会議所では、地元買物運動推進の一環として、毎年大好評の
「プレミアム商品券」を発行します。プレミアム商品券は、１万円
で11,000円分（額面500円×10枚、1,000円×６枚で１セット）の買
い物ができます。市内の取扱店ポスターのあるお店でお使いいただ
けます。
販売期間　10月１日(日)午前10時～午後３時
無くなり次第終了。
※在庫がある場合は、平日の午前９時～午後５時、第１・３・５土
曜日の午前９時～正午に商工会議所窓口にて販売。日曜日の販売は
10月１日（日）のみ。
販売場所　商工会議所、加茂市商店街（協）
販売総額　1,100万円（限定1,000セット）
購入上限　１人３セット（33,000円分）※18歳未満の方は購入不可
有効期間　10月１日（日）～12月31日（日）
問い合わせ 商工会議所（☎52－1740、　info@kamocci.or.jp）

　
加
茂
文
化
会
館
の
企
画
展
「
良
寛
と

加
茂
」
で
、
日
本
画
の
巨
匠
・
安
田

靫
彦
（
一
八
八
四
〜
一
九
七
八
）
の
書

簡
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

　
あ
る
時
期
に
靫
彦
は
書
風
を
一
変
さ

せ
、
や
が
て
画
家
の
枠
を
飛
び
越
え
た

屈
指
の
能
書
家
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
上
条

で
織
物
工
場
（
北
辰
舎
関
工
場
）
を
営

ん
だ
関
真
次
郎
（
一
八
六
一
〜
一
九
三

八
）
か
ら
、
良
寛
の
書
を
贈
呈
さ
れ
た

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
た
ち
ま
ち
靫
彦

は
良
寛
に
傾
倒
し
、
二
人
は
長
年
続
く

厚
誼
を
結
ん
で
、
美
術
界
に
重
要
な
貢

献
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
雪

梁
舎
美
術
館
（
新
潟
市
西
区
）
が
所
蔵

す
る
靫
彦
の
書
簡
か
ら
、
真
次
郎
へ
宛

　
安
田
靫
彦
書
簡
の
凱
旋

〜
「
良
寛
と
加
茂
」
展
の

開
催
〜

て
た
選
り
す
ぐ
り
の
礼
状
二
通
を
展
示

し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
火
曜
日
休
館
）

場
　
所
　
加
茂
文
化
会
館
良
寛
展
示
室

入
　
場
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

ゆ
き
ひ
こ

ほ
く
し
ん
し
ゃ

関真次郎宛て安田靫彦の書簡（雪梁舎美術館所蔵）

月 日 休日当番医

休日当番医
☎

9／17（日）

10／1（日）

吉田内科医院

鷲塚内科医院

５7－7511
18（月・祝） わたなべ医院 ５3－3850
23（土・祝）にのみや内科クリニック ５7－0770
24（日） 中村医院 ５2－0095

52－2054

炭
焼
き
体
験
・
甲
種
防
火
管
理
講
習

炭
焼
き
体
験
開
催

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）
を
開
催
し
ま
す

　
3
日
間
高
温
で
焼
か
れ
た
岳
炭
を
窯

か
ら
取
り
出
す
作
業
を
体
験
し
ま
す
。

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

10
月
15
日
（
日
）
、
22
日

（
日
）
、
29
日
（
日
）
、
11
月
12
日

（
日
）
、
19
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
正

午
（
開
始
時
間
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
）

会
　
場
　
粟
ヶ
岳
県
民
休
養
地
（
水
源

地
）
炭
焼
小
屋

定
　
員
　
各
日
20
名
程
度

参
加
費
　
無
料

　
令
和
５
年
住
宅・土
地
統
計
調
査（
調

査
期
日
10
月
1
日
）
が
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
340
万
世
帯
を
対

象
に
住
宅
や
住
宅
以
外
で
人
が
居
住
す

る
建
物
・
土
地
の
実
態
等
を
調
べ
、
住

生
活
関
連
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
５
年
に
１
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
９
月

下
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

（
顔
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を
携
帯
）

が
調
査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
ほ
か
、
紙

の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
に
提

出
す
る
方
法
に
よ
り
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
便

利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
調
査
で
知
り
得
た
情
報
に
は
厳
重
な

個
人
情
報
保
護
が
定
め
て
あ
り
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
正
確
に
回

答
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間
　
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
統
計
係
（
☎
内

線
314
・
316
）

持
ち
物
　
軍
手
（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）

計
画
的
に
行
う
責
任
者
の
こ
と
で
、
そ

の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
　
時

10
月
19
日
（
木
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
、
20
日
（
金
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

種
　
別
　
甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）

定
　
員

50
名

対
　
象
　
加
茂
市
・
田
上
町
に
在
勤
、

在
宅
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
ま

す
。
管
外
か
ら
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
受
け
付

け
ま
す
。

受
講
料
　
３
千
850
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受
講
票
兼

　
防
火
管
理
者
と
は
、
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
物
な
ど
の
「
火
災
に
よ
る
被

害
」
を
防
止
す
る
た
め
、
防
火
管
理
に

係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
（
防
火
管
理
業
務
）
を

申
込
書
は
加
茂
地
域
消
防
本
部
予
防
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
９
月
20
日

（
水
）
〜
10
月
５
日
（
木
）
に
加
茂
地

域
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７

０
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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須
田
中
学
校
区
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
・
里
親
さ
ん
募
集

須
田
中
学
校
区

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

里
親
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か

中
村
謙
二
　
個
展

　
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
ア
ル

ミ
缶
の
廃
品
回
収
を
行
い
ま
す
。
期
間

内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

回
収
場
所
・
期
日
　
▼
須
田
中
学
校

10
月
３
日
（
火
）
〜
５
日
（
木
）
▼
須

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
10

日
（
火
）
〜
12
日
（
木
）

時
　
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
　
須
田
中
学
校
（
☎
52

－

６
０
１
９
）

　
児
童
相
談
所
で
は
、
あ
る
一
定
期
間

（
数
日
の
短
期
間
か
ら
数
年
の
場
合
も

あ
り
ま
す
）
の
保
護
が
必
要
な
こ
ど
も

の
養
育
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
養
育
里

親
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
養
育
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
特
別

な
資
格
や
年
齢
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
研
修
の
受
講
と
家
庭
訪
問
調
査

等
を
含
め
た
里
親
登
録
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
中
央
児
童
相
談

所
（
☎
025

－

381

－

１
１
１
１
）

就
学
時
健
診
を
実
施
し
ま
す

　
来
年
度
、
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
平
成
29
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
で
す
。
対
象
者
の
世
帯
に
は
近
日
中

に
各
小
学
校
か
ら
案
内
文
書
が
届
け
ら

れ
ま
す
。

期
　
日

・
七
谷
小
学
校
　

10
月
12
日
（
木
）

・
下
条
小
学
校
　

10
月
18
日
（
水
）

・
加
茂
南
小
学
校

10
月
19
日
（
木
）

・
須
田
小
学
校
　

10
月
19
日
（
木
）

・
石
川
小
学
校
　

10
月
24
日
（
火
）

・
加
茂
小
学
校
　

10
月
27
日
（
金
）

開
始
時
間
　
各
校
と
も
午
後
に
実
施
し

ま
す
が
、
学
校
に
よ
り
実
施
時
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
案
内
文
書
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
当
日
病
気
な
ど
で
健
康
診
断

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
入
学
す

る
学
校
へ
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
☎
内
線
451
）

　
蒔
絵
や
螺
鈿
・
沈
金
な
ど
漆
の
さ

ま
ざ
ま
な
加
飾
法
を
活
か
し
、
漆
の

漆
黒
の
闇
の
中
に
華
や
か
な
幻
想
世

界
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
作
品
が
特

徴
で
す
。

会
　
期
　
９
月
21
日
（
木
）
〜
24
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

会
　
場
　
文
化
会
館
中
サ
ー
ク
ル
室

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

　
加
茂
市
在
住
の
工
芸
作
家
中
村
謙

二
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。
（
入
場

無
料
） 消防防災ヘリコプター連携訓練

　近年登山等のブームが広がる中、全国的に遭難事故
が増え続け救助事案が多く発生しております。
　加茂地域消防本部では、多様化する災害に迅速・的
確に対応するため、新潟県消防防災航空隊「防災ヘ
リ」と連携訓練を実施します。
日　時 9月27日（水）午前9時～正午（雨天、災害時
中止）
場　所　加茂市粟ヶ岳（三合目付近）、加茂川河川敷
（石川公園付近）
　付近住民の皆様には、ヘリコプターのエンジン音等
で大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほ
ど宜しくお願いいたします。
　また訓練中、粟ヶ岳三合目付近、加茂川河川敷石川
公園付近はヘリコプター接近
に伴い強風が吹き危険ですの
でご注意ください。
問い合わせ　加茂地域消防本
部 警防課（☎52－1770）

消
費
生
活
情
報
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
販
売

　
５
・
６
月
の
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
を
対

象
に
、
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
20
日
（
金
）
、
21
日

（
土
）
各
午
前
９
時
〜
11
時

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

検
診
料
　
各
千
円※

70
歳
以
上
は
無
料

対
象
者
　
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
平
成

16
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
▼
乳
が
ん

検
診

昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

追
加
検
診

ま
れ

※

い
ず
れ
の
検
診
も
昨
年
受
診
し
た
人

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

定
　
員
　
両
日
と
も
各
50
人
程
度

申
し
込
み
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
22
日

（
金
）
に
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）
へ
。

地元買物運動・プレミアム商品券販売
 ～お一人様３セットまで～

　商工会議所では、地元買物運動推進の一環として、毎年大好評の
「プレミアム商品券」を発行します。プレミアム商品券は、１万円
で11,000円分（額面500円×10枚、1,000円×６枚で１セット）の買
い物ができます。市内の取扱店ポスターのあるお店でお使いいただ
けます。
販売期間　10月１日(日)午前10時～午後３時
無くなり次第終了。
※在庫がある場合は、平日の午前９時～午後５時、第１・３・５土
曜日の午前９時～正午に商工会議所窓口にて販売。日曜日の販売は
10月１日（日）のみ。
販売場所　商工会議所、加茂市商店街（協）
販売総額　1,100万円（限定1,000セット）
購入上限　１人３セット（33,000円分）※18歳未満の方は購入不可
有効期間　10月１日（日）～12月31日（日）
問い合わせ 商工会議所（☎52－1740、　info@kamocci.or.jp）

　
加
茂
文
化
会
館
の
企
画
展
「
良
寛
と

加
茂
」
で
、
日
本
画
の
巨
匠
・
安
田

靫
彦
（
一
八
八
四
〜
一
九
七
八
）
の
書

簡
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

　
あ
る
時
期
に
靫
彦
は
書
風
を
一
変
さ

せ
、
や
が
て
画
家
の
枠
を
飛
び
越
え
た

屈
指
の
能
書
家
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
上
条

で
織
物
工
場
（
北
辰
舎
関
工
場
）
を
営

ん
だ
関
真
次
郎
（
一
八
六
一
〜
一
九
三

八
）
か
ら
、
良
寛
の
書
を
贈
呈
さ
れ
た

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
た
ち
ま
ち
靫
彦

は
良
寛
に
傾
倒
し
、
二
人
は
長
年
続
く

厚
誼
を
結
ん
で
、
美
術
界
に
重
要
な
貢

献
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
雪

梁
舎
美
術
館
（
新
潟
市
西
区
）
が
所
蔵

す
る
靫
彦
の
書
簡
か
ら
、
真
次
郎
へ
宛

　
安
田
靫
彦
書
簡
の
凱
旋

〜
「
良
寛
と
加
茂
」
展
の

開
催
〜

て
た
選
り
す
ぐ
り
の
礼
状
二
通
を
展
示

し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
火
曜
日
休
館
）

場
　
所
　
加
茂
文
化
会
館
良
寛
展
示
室

入
　
場
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

ゆ
き
ひ
こ

ほ
く
し
ん
し
ゃ

関真次郎宛て安田靫彦の書簡（雪梁舎美術館所蔵）

月 日 休日当番医

休日当番医
☎

9／17（日）

10／1（日）

吉田内科医院

鷲塚内科医院

５7－7511
18（月・祝） わたなべ医院 ５3－3850
23（土・祝）にのみや内科クリニック ５7－0770
24（日） 中村医院 ５2－0095

52－2054

炭
焼
き
体
験
・
甲
種
防
火
管
理
講
習

炭
焼
き
体
験
開
催

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）
を
開
催
し
ま
す

　
3
日
間
高
温
で
焼
か
れ
た
岳
炭
を
窯

か
ら
取
り
出
す
作
業
を
体
験
し
ま
す
。

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

10
月
15
日
（
日
）
、
22
日

（
日
）
、
29
日
（
日
）
、
11
月
12
日

（
日
）
、
19
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
正

午
（
開
始
時
間
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
）

会
　
場
　
粟
ヶ
岳
県
民
休
養
地
（
水
源

地
）
炭
焼
小
屋

定
　
員
　
各
日
20
名
程
度

参
加
費
　
無
料

　
令
和
５
年
住
宅・土
地
統
計
調
査（
調

査
期
日
10
月
1
日
）
が
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
340
万
世
帯
を
対

象
に
住
宅
や
住
宅
以
外
で
人
が
居
住
す

る
建
物
・
土
地
の
実
態
等
を
調
べ
、
住

生
活
関
連
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
５
年
に
１
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
９
月

下
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

（
顔
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を
携
帯
）

が
調
査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
ほ
か
、
紙

の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
に
提

出
す
る
方
法
に
よ
り
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
便

利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
調
査
で
知
り
得
た
情
報
に
は
厳
重
な

個
人
情
報
保
護
が
定
め
て
あ
り
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
正
確
に
回

答
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間
　
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
統
計
係
（
☎
内

線
314
・
316
）

持
ち
物
　
軍
手
（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）

計
画
的
に
行
う
責
任
者
の
こ
と
で
、
そ

の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
　
時

10
月
19
日
（
木
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
、
20
日
（
金
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

種
　
別
　
甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

講
習
）

定
　
員

50
名

対
　
象
　
加
茂
市
・
田
上
町
に
在
勤
、

在
宅
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
ま

す
。
管
外
か
ら
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
受
け
付

け
ま
す
。

受
講
料
　
３
千
850
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受
講
票
兼

　
防
火
管
理
者
と
は
、
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
物
な
ど
の
「
火
災
に
よ
る
被

害
」
を
防
止
す
る
た
め
、
防
火
管
理
に

係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
（
防
火
管
理
業
務
）
を

申
込
書
は
加
茂
地
域
消
防
本
部
予
防
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
９
月
20
日

（
水
）
〜
10
月
５
日
（
木
）
に
加
茂
地

域
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７

０
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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須
田
中
学
校
区
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
・
里
親
さ
ん
募
集

須
田
中
学
校
区

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

里
親
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か

中
村
謙
二
　
個
展

　
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
ア
ル

ミ
缶
の
廃
品
回
収
を
行
い
ま
す
。
期
間

内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

回
収
場
所
・
期
日
　
▼
須
田
中
学
校

10
月
３
日
（
火
）
〜
５
日
（
木
）
▼
須

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
10

日
（
火
）
〜
12
日
（
木
）

時
　
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
　
須
田
中
学
校
（
☎
52

－

６
０
１
９
）

　
児
童
相
談
所
で
は
、
あ
る
一
定
期
間

（
数
日
の
短
期
間
か
ら
数
年
の
場
合
も

あ
り
ま
す
）
の
保
護
が
必
要
な
こ
ど
も

の
養
育
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
養
育
里

親
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
養
育
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
特
別

な
資
格
や
年
齢
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
研
修
の
受
講
と
家
庭
訪
問
調
査

等
を
含
め
た
里
親
登
録
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
中
央
児
童
相
談

所
（
☎
025

－

381

－

１
１
１
１
）

就
学
時
健
診
を
実
施
し
ま
す

　
来
年
度
、
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
平
成
29
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
で
す
。
対
象
者
の
世
帯
に
は
近
日
中

に
各
小
学
校
か
ら
案
内
文
書
が
届
け
ら

れ
ま
す
。

期
　
日

・
七
谷
小
学
校
　

10
月
12
日
（
木
）

・
下
条
小
学
校
　

10
月
18
日
（
水
）

・
加
茂
南
小
学
校

10
月
19
日
（
木
）

・
須
田
小
学
校
　

10
月
19
日
（
木
）

・
石
川
小
学
校
　

10
月
24
日
（
火
）

・
加
茂
小
学
校
　

10
月
27
日
（
金
）

開
始
時
間
　
各
校
と
も
午
後
に
実
施
し

ま
す
が
、
学
校
に
よ
り
実
施
時
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
案
内
文
書
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
当
日
病
気
な
ど
で
健
康
診
断

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
入
学
す

る
学
校
へ
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
☎
内
線
451
）

　
蒔
絵
や
螺
鈿
・
沈
金
な
ど
漆
の
さ

ま
ざ
ま
な
加
飾
法
を
活
か
し
、
漆
の

漆
黒
の
闇
の
中
に
華
や
か
な
幻
想
世

界
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
作
品
が
特

徴
で
す
。

会
　
期
　
９
月
21
日
（
木
）
〜
24
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

会
　
場
　
文
化
会
館
中
サ
ー
ク
ル
室

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

　
加
茂
市
在
住
の
工
芸
作
家
中
村
謙

二
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。
（
入
場

無
料
） 消防防災ヘリコプター連携訓練

　近年登山等のブームが広がる中、全国的に遭難事故
が増え続け救助事案が多く発生しております。
　加茂地域消防本部では、多様化する災害に迅速・的
確に対応するため、新潟県消防防災航空隊「防災ヘ
リ」と連携訓練を実施します。
日　時 9月27日（水）午前9時～正午（雨天、災害時
中止）
場　所　加茂市粟ヶ岳（三合目付近）、加茂川河川敷
（石川公園付近）
　付近住民の皆様には、ヘリコプターのエンジン音等
で大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほ
ど宜しくお願いいたします。
　また訓練中、粟ヶ岳三合目付近、加茂川河川敷石川
公園付近はヘリコプター接近
に伴い強風が吹き危険ですの
でご注意ください。
問い合わせ　加茂地域消防本
部 警防課（☎52－1770）

消
費
生
活
情
報
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
連
日
三
十
五
度
を
こ
え
る
猛
暑
日
が

つ
づ
き
、
観
測
史
上
最
も
あ
つ
い
今
年

の
夏
も
よ
う
や
く
一
段
落
。
加
茂
山
公

園
の
池
の
端
に
も
涼
し
さ
が
戻
っ
て
き

た
。
こ
こ
の
池
は
、
古
く
は
岡
ノ
町
・

矢
立
方
面
の
水
田
の
用
水
源
で
あ
っ
た

が
、
江
戸
時
代
の
青
海
神
社
境
内
の
整

備
に
と
も
な
い
、
神
池
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
上
か
ら
一
の
池
・
二
の
池
・

三
の
池
が
つ
づ
く
。

　
大
正
四
年（
一
九
一
五
）十
一
月
七
日
、

こ
の
神
池
の
改
修
工
事
が
完
工
し
竣
工

式
が
挙
行
さ
れ
た
（
以
下
『
新
潟
新
聞
』

大
正
４
・
11
・
９
に
よ
る
）。

　
式
に
は
小
林
謙
二
加
茂
町
長
は
じ
め

武
石
長
治
下
条
村
長

（
代
理
）・
加
茂
町
助

役
・
加
茂
警
察
署
長

な
ど
の
来
賓
、
氏
子

総
代
の
市
川
順
次
郎

（
兼
工
事
係
）・
皆
川

良
七
・
関
真
平
・
本

間
嶺
太
郎
・
木
戸
常

吉
等
が
参
列
し
た
。

工
事
を
請
け
負
っ
た

小
柳
寅
次
（
小
柳
組
）・
堀
内
権
平
の
他

工
事
に
出
役
し
た
加
茂
新
田･

矢
立･

岡

ノ
町･

石
川
の
氏
子
衆
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
の
意
を
こ
め
て
銀
盃
と
神
酒
一
樽

が
授
与
さ
れ
た
。
加
茂
町
と
下
条
村
の

氏
子
に
は
地
区
の
責
任
者
を
通
し
て
祝

い
の
神
饌
が
配
ら
れ
た
。

　
青
海
神
社
で
は
、
六
十
一
年
目
毎
の

式
年
祭
の
年
に
、
大
浚
え
と
称
し
て
神

池
の
水
を
全
部
抜
き
清
掃
を
し
、
故
障

箇
所
の
修
繕
を
慣
例
と
し
て
い
た
。
前

回
の
大
浚
え
は
幕
末
の
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

以
来
五
十
五
年
が
経
過
し
て
「
そ
ろ
そ

ろ
修
築
が
必
要
」
と
の
声
も
上
が
っ
て

い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
正
四
年
は

大
正
天
皇
の
即
位
の
年
と
重
な
っ
て
お

り
、
国
か
ら
御
大
典
記
念
事
業
を
企
画

す
る
よ
う
指
導
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

神
池
の
改
修
工
事
が
天
皇
即
位
記
念
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
工
事
は
秋
祭
り
の
八
月
二
十
八
日
に

起
工
さ
れ
、
雨
の
少
な
い
時
期
に
池
の

水
を
抜
き
大
浚
え
を
終
え
た
。
そ
の
後
、

池
の
周
囲
に
石
垣
を
積
み
、
池
を
巡
る

遊
歩
道
を
整
備
し
た
。
工
事
期
間
は
約

二
か
月
と
短
か
っ
た
が
、
秋
の
農
繁
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
即
位
記
念
事
業
に
協

力
す
る
と
い
う
こ
と
で
加
茂
新
田
・
矢

立
・
岡
ノ
町
・
石
川
の
住
民
の
出
役
を

含
め
延
べ
四
二
七
〇
の
人
工
を
要
し
た
。

工
事
費
用
約
一
三
〇
〇
円
は
、
全
額
加

茂
町
と
下
条
村
の
氏
子
等
か
ら
の
寄
附

金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（長
谷
川
昭
一
）

加
茂
市
へ

▼
加
茂
地
区
保
護
司
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン
チ
　
１
脚

大
正
四
年
、加
茂
山
公
園
神
池
　五
十
五
年
ぶ
り
の
改
修
工
事

ぎ
ん
ぱ
い

し
ん
せ
ん

加茂山公園の神池

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場 神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

　7 月 29 日 ( 土 ) に、これから赤ちゃんを迎えるプレママ、プレパパを対象にした教室
を開催しました。妊娠期から出産、産後に向けて、ママの心身のことや赤ちゃんとの生
活のことなどを助産師から話を聞いたり、沐浴体験をしたりしました。また、お茶を飲み
ながら、プレママ、プレパパと悩みや不安の共有をしました。
プレパパは、妊婦ジャケットを着用し、「こんな大変な思いをして頑張ってくれていてあり
がとう」とプレママを労う声が聞かれました。
　また、妊娠中からあそびの広場のことを知っていただくきっかけにもなりました。
　次回は、10月に開催予定です！

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

乳幼児
あそびの
広場

母子健康
センター
2F

10月11日（水）・11月８日（水）　10:20～11:00 
＊カフェのみの利用もOKです。

通年　10：00～17：00（閉館まで）

通年　10：00～17：00（閉館まで）
通年　10：00～17：00（閉館まで）
10月16日（月）・11月13日（月）10：30～11：00

10月5日(木)・11月2日(木)　(受付)9：30～11：00

★10月3日(火)　10：30～11：00

★11月29日（水）10：00～11：30
講師：助産師　鷲尾 智恵子さん

10月10日（火）　9：45～10：30（3組）/10：30～11：15（3組）
講師：フェイシャルサロンオレンジドロップ オーナー　坂橋 くみ子さん

あかちゃんルームカフェ＊
(要予約)先着6組

ママのためのリフレッシュ『ハンドケア』
(要予約) 先着6組

リフレッシュヨガ (要予約)先着6組
にこにこおえかきタイム

にこにこおえかきタイム

11月8日（水）　（受付）10：00～11：00
講師：こども未来課　山口　笑子さん
お子さんのことやママ自身のことなどをお聞かせください!

公認心理師相談
～聞いてみよう 話してみよう
自分のこと・子どものこと～

身体計測・健康相談
保健師さんに話してみよう、聞いてみよう 10月17日(火)・11月21日(火)　(受付)9：30～10：30

10月20日(金)・11月17日(金)　10：30～10：50

 子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

ベビーマッサージ
（要予約）　先着5組程度

対象：生後6か月までの乳児と保護者

ぴよぴよハッピーバースデー
スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日
プレママ プレパパあつまれ！
（要予約） 定員10組

にこにこアート『粘土アート』
（要予約）先着15組・（参加費）実費100円

毎週火曜日　10：00～11：00

制作日：10月18日（水）19日（木）　10：00～16：00
展示期間：10月20日（金）～26日（木）　粘土で手形が取れます♪

★10月7日（土）　（受付）9:50～　妊娠24週以降の夫婦・妊婦
※対象者には、こども未来課からご案内を送付します。

イベント 日 時・内 容 場 所

★10月13日（金）　10:30～11:00
テーマ：「子どもの発達」
講　師：新潟中央短期大学 臨床心理士　稲場 健さん
★10月23日（月）　10:30～11:00
テーマ：「家庭内の事故」
講　師：加茂消防署　救急救命士　舩久保 徹さん
★11月16日（木）　10：30～11：00
テーマ：「子どもの薬」
講師：石川調剤薬局 管理薬剤師　五十嵐 丈二さん

0歳児からの～絵本のへや～

10月・11月の予定

　市内に２か所ある広場のイベントなどについご紹介します。

　次回は、10月に開催予定です！

　市内に２か所ある広場のイベントなどについご紹介します。

お産の流れ
沐浴体験

妊婦体験

交流しながら
ホッと一息

　須田憩いとあそびの広場は、空調設備の不具合により、しばらくの間、臨時休館します。休館中は、平日、母子健康センター2階を開
放します。詳しい開放日は、ホームページをご確認ください。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

　
　
　
　
硬
式
テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）

期
　
日
　
７
月
９
日
（
日
）

会
　
場
　
庭
球
場

※

男
子
Ａ・Ｂ・Ｃ
ク
ラ
ス
、
女
子
Ｂ・

Ｃ
ク
ラ
ス
は
成
立
せ
ず

【
女
子
】Ａ
ク
ラ
ス
❶
五
十
嵐
美
智
子
・

渡
辺
あ
ゆ
み
（
フ
レ
ン
ド
リ
ー
）❷
中

山
佐
和
子
（
シ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル
）・
志

田
美
津
子
（
フ
リ
ー
）❸
袴
田
恵
美
子
・

阿
部
明
里
（
ス
マ
イ
ル
）

　
　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

期
　
日
　
７
月
29
日
（
土
）

会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
中
学
生
の
部
】❶
加
茂
中
学
校
１
❷

若
宮
中
学
校
１
❸
葵
中
学
校
１

第
66
回
　
総
体
結
果

お
お
さ
ら

広報かも　No.807　5．9．15　　 1615　　 広報かも　No.807　5．9．15

須
田
中
学
校
区
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
・
里
親
さ
ん
募
集

須
田
中
学
校
区

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

里
親
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か

中
村
謙
二
　
個
展

　
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
ア
ル

ミ
缶
の
廃
品
回
収
を
行
い
ま
す
。
期
間

内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

回
収
場
所
・
期
日
　
▼
須
田
中
学
校

10
月
３
日
（
火
）
〜
５
日
（
木
）
▼
須

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
10

日
（
火
）
〜
12
日
（
木
）

時
　
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
　
須
田
中
学
校
（
☎
52

－

６
０
１
９
）

　
児
童
相
談
所
で
は
、
あ
る
一
定
期
間

（
数
日
の
短
期
間
か
ら
数
年
の
場
合
も

あ
り
ま
す
）
の
保
護
が
必
要
な
こ
ど
も

の
養
育
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
養
育
里

親
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
養
育
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
特
別

な
資
格
や
年
齢
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
研
修
の
受
講
と
家
庭
訪
問
調
査

等
を
含
め
た
里
親
登
録
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
中
央
児
童
相
談

所
（
☎
025

－

381

－

１
１
１
１
）

就
学
時
健
診
を
実
施
し
ま
す

　
来
年
度
、
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
平
成
29
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
で
す
。
対
象
者
の
世
帯
に
は
近
日
中

に
各
小
学
校
か
ら
案
内
文
書
が
届
け
ら

れ
ま
す
。

期
　
日

・
七
谷
小
学
校
　

10
月
12
日
（
木
）

・
下
条
小
学
校
　

10
月
18
日
（
水
）

・
加
茂
南
小
学
校

10
月
19
日
（
木
）

・
須
田
小
学
校
　

10
月
19
日
（
木
）

・
石
川
小
学
校
　

10
月
24
日
（
火
）

・
加
茂
小
学
校
　

10
月
27
日
（
金
）

開
始
時
間
　
各
校
と
も
午
後
に
実
施
し

ま
す
が
、
学
校
に
よ
り
実
施
時
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
案
内
文
書
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
当
日
病
気
な
ど
で
健
康
診
断

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
入
学
す

る
学
校
へ
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
☎
内
線
451
）

　
蒔
絵
や
螺
鈿
・
沈
金
な
ど
漆
の
さ

ま
ざ
ま
な
加
飾
法
を
活
か
し
、
漆
の

漆
黒
の
闇
の
中
に
華
や
か
な
幻
想
世

界
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
作
品
が
特

徴
で
す
。

会
　
期
　
９
月
21
日
（
木
）
〜
24
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

会
　
場
　
文
化
会
館
中
サ
ー
ク
ル
室

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

　
加
茂
市
在
住
の
工
芸
作
家
中
村
謙

二
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。
（
入
場

無
料
） 消防防災ヘリコプター連携訓練

　近年登山等のブームが広がる中、全国的に遭難事故
が増え続け救助事案が多く発生しております。
　加茂地域消防本部では、多様化する災害に迅速・的
確に対応するため、新潟県消防防災航空隊「防災ヘ
リ」と連携訓練を実施します。
日　時 9月27日（水）午前9時～正午（雨天、災害時
中止）
場　所　加茂市粟ヶ岳（三合目付近）、加茂川河川敷
（石川公園付近）
　付近住民の皆様には、ヘリコプターのエンジン音等
で大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほ
ど宜しくお願いいたします。
　また訓練中、粟ヶ岳三合目付近、加茂川河川敷石川
公園付近はヘリコプター接近
に伴い強風が吹き危険ですの
でご注意ください。
問い合わせ　加茂地域消防本
部 警防課（☎52－1770）

消
費
生
活
情
報



広報かも　No.807　5．9．15　　 1817　　 広報かも　No.807　5．9．15

加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
連
日
三
十
五
度
を
こ
え
る
猛
暑
日
が

つ
づ
き
、
観
測
史
上
最
も
あ
つ
い
今
年

の
夏
も
よ
う
や
く
一
段
落
。
加
茂
山
公

園
の
池
の
端
に
も
涼
し
さ
が
戻
っ
て
き

た
。
こ
こ
の
池
は
、
古
く
は
岡
ノ
町
・

矢
立
方
面
の
水
田
の
用
水
源
で
あ
っ
た

が
、
江
戸
時
代
の
青
海
神
社
境
内
の
整

備
に
と
も
な
い
、
神
池
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
上
か
ら
一
の
池
・
二
の
池
・

三
の
池
が
つ
づ
く
。

　
大
正
四
年（
一
九
一
五
）十
一
月
七
日
、

こ
の
神
池
の
改
修
工
事
が
完
工
し
竣
工

式
が
挙
行
さ
れ
た
（
以
下
『
新
潟
新
聞
』

大
正
４
・
11
・
９
に
よ
る
）。

　
式
に
は
小
林
謙
二
加
茂
町
長
は
じ
め

武
石
長
治
下
条
村
長

（
代
理
）・
加
茂
町
助

役
・
加
茂
警
察
署
長

な
ど
の
来
賓
、
氏
子

総
代
の
市
川
順
次
郎

（
兼
工
事
係
）・
皆
川

良
七
・
関
真
平
・
本

間
嶺
太
郎
・
木
戸
常

吉
等
が
参
列
し
た
。

工
事
を
請
け
負
っ
た

小
柳
寅
次
（
小
柳
組
）・
堀
内
権
平
の
他

工
事
に
出
役
し
た
加
茂
新
田･

矢
立･

岡

ノ
町･

石
川
の
氏
子
衆
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
の
意
を
こ
め
て
銀
盃
と
神
酒
一
樽

が
授
与
さ
れ
た
。
加
茂
町
と
下
条
村
の

氏
子
に
は
地
区
の
責
任
者
を
通
し
て
祝

い
の
神
饌
が
配
ら
れ
た
。

　
青
海
神
社
で
は
、
六
十
一
年
目
毎
の

式
年
祭
の
年
に
、
大
浚
え
と
称
し
て
神

池
の
水
を
全
部
抜
き
清
掃
を
し
、
故
障

箇
所
の
修
繕
を
慣
例
と
し
て
い
た
。
前

回
の
大
浚
え
は
幕
末
の
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

以
来
五
十
五
年
が
経
過
し
て
「
そ
ろ
そ

ろ
修
築
が
必
要
」
と
の
声
も
上
が
っ
て

い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
正
四
年
は

大
正
天
皇
の
即
位
の
年
と
重
な
っ
て
お

り
、
国
か
ら
御
大
典
記
念
事
業
を
企
画

す
る
よ
う
指
導
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

神
池
の
改
修
工
事
が
天
皇
即
位
記
念
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
工
事
は
秋
祭
り
の
八
月
二
十
八
日
に

起
工
さ
れ
、
雨
の
少
な
い
時
期
に
池
の

水
を
抜
き
大
浚
え
を
終
え
た
。
そ
の
後
、

池
の
周
囲
に
石
垣
を
積
み
、
池
を
巡
る

遊
歩
道
を
整
備
し
た
。
工
事
期
間
は
約

二
か
月
と
短
か
っ
た
が
、
秋
の
農
繁
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
即
位
記
念
事
業
に
協

力
す
る
と
い
う
こ
と
で
加
茂
新
田
・
矢

立
・
岡
ノ
町
・
石
川
の
住
民
の
出
役
を

含
め
延
べ
四
二
七
〇
の
人
工
を
要
し
た
。

工
事
費
用
約
一
三
〇
〇
円
は
、
全
額
加

茂
町
と
下
条
村
の
氏
子
等
か
ら
の
寄
附

金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（長
谷
川
昭
一
）

加
茂
市
へ

▼
加
茂
地
区
保
護
司
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン
チ
　
１
脚

大
正
四
年
、加
茂
山
公
園
神
池
　五
十
五
年
ぶ
り
の
改
修
工
事

ぎ
ん
ぱ
い

し
ん
せ
ん

加茂山公園の神池

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場 神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）

・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

　7 月 29 日 ( 土 ) に、これから赤ちゃんを迎えるプレママ、プレパパを対象にした教室
を開催しました。妊娠期から出産、産後に向けて、ママの心身のことや赤ちゃんとの生
活のことなどを助産師から話を聞いたり、沐浴体験をしたりしました。また、お茶を飲み
ながら、プレママ、プレパパと悩みや不安の共有をしました。
プレパパは、妊婦ジャケットを着用し、「こんな大変な思いをして頑張ってくれていてあり
がとう」とプレママを労う声が聞かれました。
　また、妊娠中からあそびの広場のことを知っていただくきっかけにもなりました。
　次回は、10月に開催予定です！

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

乳幼児
あそびの
広場

母子健康
センター
2F

10月11日（水）・11月８日（水）　10:20～11:00 
＊カフェのみの利用もOKです。

通年　10：00～17：00（閉館まで）

通年　10：00～17：00（閉館まで）
通年　10：00～17：00（閉館まで）
10月16日（月）・11月13日（月）10：30～11：00

10月5日(木)・11月2日(木)　(受付)9：30～11：00

★10月3日(火)　10：30～11：00

★11月29日（水）10：00～11：30
講師：助産師　鷲尾 智恵子さん

10月10日（火）　9：45～10：30（3組）/10：30～11：15（3組）
講師：フェイシャルサロンオレンジドロップ オーナー　坂橋 くみ子さん

あかちゃんルームカフェ＊
(要予約)先着6組

ママのためのリフレッシュ『ハンドケア』
(要予約) 先着6組

リフレッシュヨガ (要予約)先着6組
にこにこおえかきタイム

にこにこおえかきタイム

11月8日（水）　（受付）10：00～11：00
講師：こども未来課　山口　笑子さん
お子さんのことやママ自身のことなどをお聞かせください!

公認心理師相談
～聞いてみよう 話してみよう
自分のこと・子どものこと～

身体計測・健康相談
保健師さんに話してみよう、聞いてみよう 10月17日(火)・11月21日(火)　(受付)9：30～10：30

10月20日(金)・11月17日(金)　10：30～10：50

 子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

ベビーマッサージ
（要予約）　先着5組程度

対象：生後6か月までの乳児と保護者

ぴよぴよハッピーバースデー
スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日
プレママ プレパパあつまれ！
（要予約） 定員10組

にこにこアート『粘土アート』
（要予約）先着15組・（参加費）実費100円

毎週火曜日　10：00～11：00

制作日：10月18日（水）19日（木）　10：00～16：00
展示期間：10月20日（金）～26日（木）　粘土で手形が取れます♪

★10月7日（土）　（受付）9:50～　妊娠24週以降の夫婦・妊婦
※対象者には、こども未来課からご案内を送付します。

イベント 日 時・内 容 場 所

★10月13日（金）　10:30～11:00
テーマ：「子どもの発達」
講　師：新潟中央短期大学 臨床心理士　稲場 健さん
★10月23日（月）　10:30～11:00
テーマ：「家庭内の事故」
講　師：加茂消防署　救急救命士　舩久保 徹さん
★11月16日（木）　10：30～11：00
テーマ：「子どもの薬」
講師：石川調剤薬局 管理薬剤師　五十嵐 丈二さん

0歳児からの～絵本のへや～

10月・11月の予定

　市内に２か所ある広場のイベントなどについご紹介します。

お産の流れ
沐浴体験

妊婦体験

交流しながら
ホッと一息

　須田憩いとあそびの広場は、空調設備の不具合により、しばらくの間、臨時休館します。休館中は、平日、母子健康センター2階を開
放します。詳しい開放日は、ホームページをご確認ください。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

　
　
　
　
硬
式
テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）

期
　
日
　
７
月
９
日
（
日
）

会
　
場
　
庭
球
場

※

男
子
Ａ・Ｂ・Ｃ
ク
ラ
ス
、
女
子
Ｂ・

Ｃ
ク
ラ
ス
は
成
立
せ
ず

【
女
子
】Ａ
ク
ラ
ス
❶
五
十
嵐
美
智
子
・

渡
辺
あ
ゆ
み
（
フ
レ
ン
ド
リ
ー
）❷
中

山
佐
和
子
（
シ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル
）・
志

田
美
津
子
（
フ
リ
ー
）❸
袴
田
恵
美
子
・

阿
部
明
里
（
ス
マ
イ
ル
）

　
　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

期
　
日
　
７
月
29
日
（
土
）

会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
中
学
生
の
部
】❶
加
茂
中
学
校
１
❷

若
宮
中
学
校
１
❸
葵
中
学
校
１

第
66
回
　
総
体
結
果

お
お
さ
ら
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
が
ん
征
圧
新
潟
県
大
会

28
㈭
先負

29
㈮
仏滅

30
㈯
大安

27
㈬
友引

2
㈪
先勝

3
㈫
友引

4
㈬
先負

5
㈭
仏滅

7
㈯
赤口

6
㈮
大安

8
㈰
先勝

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・休館日（ＢＢＣ、美人の湯）

・市立図書館特別整理期間（休館日）
※図書の特別整理（蔵書点検・ばく書作業）で
　9月26日（火）～10月5日（木）は休館。
・休館日（文化会館、温水プール）

・なんでも健康相談
　　七谷コミュニティセンター 9：30～11：30
・休館日（ＢＢＣ）

・定期露店市場

・図書館バックヤードツアー（9月22日までに市立
　図書館　☎53-3500へ要予約）
　　市立図書館❶10：30から　❷13：30から
・休館日（民俗資料館）

9月・10月

26
先勝

9月

㈫

1
赤口

10月

㈰
・総体　サッカー　サッカー場 9：30
休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 　9：00～17：00
・ＢＢＣ時短営業　　　　　　　12：00～17：00

・総体　空手
　　　　　勤労者体育センター 9：00から
・総体　剣道
　　　下条体育センター武道場 9：00から
・総体　サッカー　サッカー場 9：30から
・総体　太極拳
　　　　　　下条体育センター　13：30から
・休館日（民俗資料館）
休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 　9：00～17：00

・休館日（民俗資料館、各コミセン）

・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課健康
　づくり係☎内線165へ要予約）
　　　　　　　　　　　公民館　13：30～16：30
・休館日（ＢＢＣ、美人の湯）

・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・定期露店市場
・休館日（ＢＢＣ）

・なんでも健康相談
　　上条コミュニティセンター 9：30～11：30
・がん征圧新潟県大会
　　　　　　　　加茂文化会館　13：00～16：20
・一般映画鑑賞会「果てしなき欲望」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・ＢＢＣ時短営業　　　　　　　11：00～15：00

・総体　グラウンドゴルフ
　ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ加茂ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌｺｰｽ 9：00から
・カモフリマ　　産業センター　10：00～15：00
・一般映画鑑賞会「果てしなき欲望」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・休館日（民俗資料館、ＢＢＣ）

が
ん
征
圧
新
潟
県
大
会

　
　
加
茂
文
化
会
館
で
開
催

　
が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

と
が
ん
検
診
の
重
要
性
を
伝
え
る
大
会

で
す
。
専
門
家
に
よ
る
特
別
講
演
の
ほ

か
、
女
優
の
原
千
晶
さ
ん
に
よ
る
体
験

談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
込
不
要
・
参
加
料
無
料
で
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト

付
与
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
６
日
（
金
）
午
後
１
時

〜
４
時
20
分

会
　
場
　
加
茂
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

■
特
別
講
演
「
乳
が
ん
を
征
圧
す
る
た

め
に
」
新
潟
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究

科
　
小
山
諭
教
授

■
体
験
談
「
大
切
に
し
た
い
自
分
の
体

〜
２
度
の
子
宮
が
ん
を
経
験
し
て
」
女

優
　
原
千
晶
さ
ん

■
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ル
ゥ・ハ
ル
ベ

さ
ん（
シ
ン
ガ
ー・ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
（
☎
内

線
162
）

ホームページ

市民憲章  第 3 条（家庭・文化） やすらぎのある家庭をつくり　みんなの夢を育てます

ゆ
う
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
連
日
三
十
五
度
を
こ
え
る
猛
暑
日
が

つ
づ
き
、
観
測
史
上
最
も
あ
つ
い
今
年

の
夏
も
よ
う
や
く
一
段
落
。
加
茂
山
公

園
の
池
の
端
に
も
涼
し
さ
が
戻
っ
て
き

た
。
こ
こ
の
池
は
、
古
く
は
岡
ノ
町
・

矢
立
方
面
の
水
田
の
用
水
源
で
あ
っ
た

が
、
江
戸
時
代
の
青
海
神
社
境
内
の
整

備
に
と
も
な
い
、
神
池
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
上
か
ら
一
の
池
・
二
の
池
・

三
の
池
が
つ
づ
く
。

　
大
正
四
年（
一
九
一
五
）十
一
月
七
日
、

こ
の
神
池
の
改
修
工
事
が
完
工
し
竣
工

式
が
挙
行
さ
れ
た
（
以
下
『
新
潟
新
聞
』

大
正
４
・
11
・
９
に
よ
る
）。

　
式
に
は
小
林
謙
二
加
茂
町
長
は
じ
め

武
石
長
治
下
条
村
長

（
代
理
）・
加
茂
町
助

役
・
加
茂
警
察
署
長

な
ど
の
来
賓
、
氏
子

総
代
の
市
川
順
次
郎

（
兼
工
事
係
）・
皆
川

良
七
・
関
真
平
・
本

間
嶺
太
郎
・
木
戸
常

吉
等
が
参
列
し
た
。

工
事
を
請
け
負
っ
た

小
柳
寅
次
（
小
柳
組
）・
堀
内
権
平
の
他

工
事
に
出
役
し
た
加
茂
新
田･

矢
立･

岡

ノ
町･

石
川
の
氏
子
衆
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
の
意
を
こ
め
て
銀
盃
と
神
酒
一
樽

が
授
与
さ
れ
た
。
加
茂
町
と
下
条
村
の

氏
子
に
は
地
区
の
責
任
者
を
通
し
て
祝

い
の
神
饌
が
配
ら
れ
た
。

　
青
海
神
社
で
は
、
六
十
一
年
目
毎
の

式
年
祭
の
年
に
、
大
浚
え
と
称
し
て
神

池
の
水
を
全
部
抜
き
清
掃
を
し
、
故
障

箇
所
の
修
繕
を
慣
例
と
し
て
い
た
。
前

回
の
大
浚
え
は
幕
末
の
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

以
来
五
十
五
年
が
経
過
し
て
「
そ
ろ
そ

ろ
修
築
が
必
要
」
と
の
声
も
上
が
っ
て

い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
正
四
年
は

大
正
天
皇
の
即
位
の
年
と
重
な
っ
て
お

り
、
国
か
ら
御
大
典
記
念
事
業
を
企
画

す
る
よ
う
指
導
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

神
池
の
改
修
工
事
が
天
皇
即
位
記
念
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
工
事
は
秋
祭
り
の
八
月
二
十
八
日
に

起
工
さ
れ
、
雨
の
少
な
い
時
期
に
池
の

水
を
抜
き
大
浚
え
を
終
え
た
。
そ
の
後
、

池
の
周
囲
に
石
垣
を
積
み
、
池
を
巡
る

遊
歩
道
を
整
備
し
た
。
工
事
期
間
は
約

二
か
月
と
短
か
っ
た
が
、
秋
の
農
繁
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
即
位
記
念
事
業
に
協

力
す
る
と
い
う
こ
と
で
加
茂
新
田
・
矢

立
・
岡
ノ
町
・
石
川
の
住
民
の
出
役
を

含
め
延
べ
四
二
七
〇
の
人
工
を
要
し
た
。

工
事
費
用
約
一
三
〇
〇
円
は
、
全
額
加

茂
町
と
下
条
村
の
氏
子
等
か
ら
の
寄
附

金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（長
谷
川
昭
一
）

加
茂
市
へ

▼
加
茂
地
区
保
護
司
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン
チ
　
１
脚

大
正
四
年
、加
茂
山
公
園
神
池

五
十
五
年
ぶ
り
の
改
修
工
事

ぎ
ん
ぱ
い

し
ん
せ
ん

加茂山公園の神池

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場 神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

　7 月 29 日 ( 土 ) に、これから赤ちゃんを迎えるプレママ、プレパパを対象にした教室
を開催しました。妊娠期から出産、産後に向けて、ママの心身のことや赤ちゃんとの生
活のことなどを助産師から話を聞いたり、沐浴体験をしたりしました。また、お茶を飲み
ながら、プレママ、プレパパと悩みや不安の共有をしました。
プレパパは、妊婦ジャケットを着用し、「こんな大変な思いをして頑張ってくれていてあり
がとう」とプレママを労う声が聞かれました。
　また、妊娠中からあそびの広場のことを知っていただくきっかけにもなりました。
　次回は、10月に開催予定です！

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

乳幼児
あそびの
広場

母子健康
センター
2F

10月11日（水）・11月８日（水）　10:20～11:00 
＊カフェのみの利用もOKです。

通年　10：00～17：00（閉館まで）

通年　10：00～17：00（閉館まで）
通年　10：00～17：00（閉館まで）
10月16日（月）・11月13日（月）10：30～11：00

10月5日(木)・11月2日(木)　(受付)9：30～11：00

★10月3日(火)　10：30～11：00

★11月29日（水）10：00～11：30
講師：助産師　鷲尾 智恵子さん

10月10日（火）　9：45～10：30（3組）/10：30～11：15（3組）
講師：フェイシャルサロンオレンジドロップ オーナー　坂橋 くみ子さん

あかちゃんルームカフェ＊
(要予約)先着6組

ママのためのリフレッシュ『ハンドケア』
(要予約) 先着6組

リフレッシュヨガ (要予約)先着6組
にこにこおえかきタイム

にこにこおえかきタイム

11月8日（水）　（受付）10：00～11：00
講師：こども未来課　山口　笑子さん
お子さんのことやママ自身のことなどをお聞かせください!

公認心理師相談
～聞いてみよう 話してみよう
自分のこと・子どものこと～

身体計測・健康相談
保健師さんに話してみよう、聞いてみよう 10月17日(火)・11月21日(火)　(受付)9：30～10：30

10月20日(金)・11月17日(金)　10：30～10：50

 子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

ベビーマッサージ
（要予約）　先着5組程度

対象：生後6か月までの乳児と保護者

ぴよぴよハッピーバースデー
スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日
プレママ プレパパあつまれ！
（要予約） 定員10組

にこにこアート『粘土アート』
（要予約）先着15組・（参加費）実費100円

毎週火曜日　10：00～11：00

制作日：10月18日（水）19日（木）　10：00～16：00
展示期間：10月20日（金）～26日（木）　粘土で手形が取れます♪

★10月7日（土）　（受付）9:50～　妊娠24週以降の夫婦・妊婦
※対象者には、こども未来課からご案内を送付します。

イベント 日 時・内 容 場 所

★10月13日（金）　10:30～11:00
テーマ：「子どもの発達」
講　師：新潟中央短期大学 臨床心理士　稲場 健さん
★10月23日（月）　10:30～11:00
テーマ：「家庭内の事故」
講　師：加茂消防署　救急救命士　舩久保 徹さん
★11月16日（木）　10：30～11：00
テーマ：「子どもの薬」
講師：石川調剤薬局 管理薬剤師　五十嵐 丈二さん

0歳児からの～絵本のへや～

10月・11月の予定

　市内に２か所ある広場のイベントなどについご紹介します。

お産の流れ
沐浴体験

妊婦体験

交流しながら
ホッと一息

　須田憩いとあそびの広場は、空調設備の不具合により、しばらくの間、臨時休館します。休館中は、平日、母子健康センター2階を開
放します。詳しい開放日は、ホームページをご確認ください。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。
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人口のうごき　9月1日現在 世帯　10,131 (+3) 人口　24,745  (-22)　
男　12,087  (-9)　女　12,658  (-13)　（　）内は前月比
（8月異動分）出生2 (男2 女0)　死亡38 (男 22 女 16)　転出14　転入28

【有料広告】

【有料広告】

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでい
くコーナーです。 第11回目は「持続可能な都市」を
取り上げます。

目標 11
 「持続可能な都市」
包摂的で安全かつ強靭（レジリエ
ント）で持続可能な都市及び人間
居住を実現する
　まちづくりには、多様なステークホルダー（関
係者）が関与します。子ども達や障がい者も
まちづくりのステークホルダーになります。
　ずっと住み続けられるまちづくりのために、
いつもと異なる視点から加茂のまちを見てみ
ると、普段は気づかなかった意外な発見があ
るかもしれません。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）




